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本書は、木次町教育委員会が文都省の国庫補助事業として平成7・ 8年度に行った木次町立温泉小

学校屋内運動場建設工事及び温泉幼稚園建設工事に伴う平田遺跡の発掘調査報告書であります。

平田遺跡は昭和27年、旧温泉中学校校庭 (現温泉小学校校庭)整備工事の際に縄文時代中期

の撚糸文地上器が出上し、周知された遺跡です。この度の発掘調査でも縄文時代の石器製作跡

や土墳が検出され、現在の温泉小学校付近には広範囲にわたる縄文遺跡が存在することが確認

されました。

出土遺物では縄文時代後期の精製土器については、島根県埋蔵文化財調査センターのご指導

により復元することができました。ここに改めておネL申 し上げます。

地域開発によって遺跡が姿を消していくことはまことに残念ではありますがこの調査報告が

斐伊川水系、ひいては山陰地方の縄文文化の解明に少しでも役立てば幸いに存じます。

本調査にあたりご懇切なご指導、ご援助を賜りました島根県教育庁文化財課をはじめとする

多くの先生方、及び厳しい気象条件のもとで調査作業に当たっていただいた方々に対し哀心よ

り厚くおネL申 し上げます。

平 成 9年 3月

島根県大原郡木次町教育委員会

教育長 橋 本 敏 雄

晴

海

県

本日

根島
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1.本書は、木次町教育委員会が平成7・ 8年度に行った木次町立温泉小学校屋内運動場建設工事

及び木次町立温泉幼稚園建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書である。なお、本報告書

は平成9年度に既刊となっていたが一部に誤記が判明したため、改訂版として再刊するもの

である。

2.本書に記載した遺跡は、下記のとおりである。

島根県大原郡木次町大字平田508-8外  平田遺跡
3.調査組織は次のとおりである。

調査主体者 木次町教育委員会教育長  橋本彼雄
調査指導  島根県教育庁文化財課
調査担当者 坂本論司 (木次町教育委員会)
調査員   蓮岡法障 (島根県文化財保護指導委員)
発掘作業  加藤陽― (兼調査補助員)、 勝部光江 (同 )、 団野良雄 (同 )、 荒砂久男

川本勝雄、古澤正男、亀山英夫、佐藤憲正、坂本 昭、鳥谷邦祥、難波 隆
堀江清美、坂本広由  (協力)木次町シルバー人材センター

遺物整理  川隅美代子、鳥谷みゆき、佐藤ひとみ

事務局   石田興義 (木次町教育委員会教育次長)
坂本武男 (   同  社会教育係長)平成7年度
周藤靖之 (   同  社会教育係長)平成8年度

4.次の方々に有益な助言、協力をいただいた。記して謝意を表する。(略敬称、順不同)

遺物、土壌分析 井上晃孝 (鳥取大学医学部助教授)、 若月利之 (島根大学生物資源科学部
教授)、 三浦 清 (株式会社エイト・コンサルタント顧問)、 川本令一、
中村唯史 (島根大学理学部地質学科在学)

調査協力、助言 杉原清― (島根県文化財保護指導委員)、 足立克己 (島根県埋蔵文化財調
査センター)、 柳浦俊― (島根県埋蔵文化財調査センター)、 板垣 旭 (三刀屋
町教育委員会)、 吾郷和宏 (加茂町教育委員会)、 山崎 修 (頓原町教育委員会)
藤原友子、ltl荒砂土建、ltl川 本工務店

5.図 中の方位は磁北を示す。

6.遺物の実測は、蓮岡、杉原、坂本が行い、浄書 (ト レースなど)は主に蓮岡、佐藤が行った。

また口絵復元土器の写真撮影には島根県埋蔵文化財調査センター錦田岡↓志氏の協力を得た。

その他の写真撮影は坂本が行った。

7.本書の編集は、杉原、藤原の協力を得て、坂本、蓮岡が行った。

8.本書の執筆は、1,2章 を蓮岡、3,4章を坂本が担当した。(3、 4章3節 (有文土器)の執筆に

ついては柳浦俊一氏の協力を得た。)

9.出土遺物、実測図及び写真類は木次町教育委員会で保管している。
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第 1章 調査に至った経緯
平田遺跡は、昭和27年に木次町立温泉中学校校舎 (現在の温泉小学校校舎)建設に伴う校庭

拡張工事に際し発見された遺跡で、旧遺跡名は温泉中学校校庭遺跡という。

工事の際校庭南束の現プールの付近で、水田下方の土層から縄文式上器が出土し遺跡の存在

が確認されたものであるが、遺跡の範囲等や性格等は十分確認されていなかった (木次町誌や

地元の人の説明による)。

この時出上した土器は撚糸文地に平行弧状沈線文を配するものや縁帯文、磨消縄文、粗面無

文、磨研無文の土器など中期、後期型式のものである。このうち撚糸文地土器は山陽の中期型

式の里木Ⅱ式と類似するものであり、本遺跡が山陽側に近いことで注意された (注 1)。

その後、土器出土付近で発掘など行われることなく経過したが、近年になり尾原ダム建設に

伴って平田地区において河川整備や県道出雲仁多線改良などの総合整備事業の工事が行われる

ことになり、これらの工事が本遺跡周辺で行われることから島根県木次土木建築事務所長から

木次町教育長に工事予定地での遺跡確認の依頼があった。また木次町においても町立温泉小学

校の屋内運動場及び温泉幼稚園舎が県道を挟んで現校地の南西向かい側に建設されることにな

った。そこで木次町教育委員会では、両事業に関係して土木工事が予定されている斐伊川、阿

井川沿いの水田や県道沿いの水田において平成7年9月 に試掘を伴う詳細分布調査を実施した。

その結果、20個所中7個所の試掘坑から縄文土器片や石器が出土し、平田遺跡が校庭の範囲に

とどまらず広範囲に広がることが確認された。

このような結果をふまえて、建設が急がれていた学校関係部分については発掘調査を実施し

て実態を明らかにした上で遺跡の取扱いについて検討することになった。そこで屋内運動場建

築関係部分316m2(第 I調査区)については、平成7年 10月 から12月 にかけて調査を実施した。

その結果、明確な遺構は検出されなかったものの複数個所の集石が見られ、遺物としては後期、

晩期様式の縄文土器片多数のほか石錘などの石器が出土した。また園舎関係部分の308m2(第

Ⅱ調査区)については平成8年3月 から6月 にかけて調査を実施したが、複数の上壊が検出され、

遺物では石鏃や打製、半磨製の石斧、石錘など多数の石器の出上が注意された。

なお、この遺構の取扱については、種々協議がなされたが、結局建築工事が実施されること

になり、発掘区域は埋め戻されて屋内運動場が建設され、園舎造成地も整備された。

※注1 山本 清「西山陰の縄文式文化」 (『山陰文化研究所紀要第1号』島根大学、昭和36年 )

第 2章 地理的、歴史的環境
1.位置と地理的環境
平田遺跡は、南北に長い木次町の南端、斐伊川と支流の阿井川との合流点位置で、標高約

130mの 温泉小学校の校地及び周囲の水田部分、木次町大字平田507番地2、 508番地8,516番地3



他に所在する。木次町周辺はいわゆる中国準平原で、そこを中国山地脊梁部の仁多郡横田町

に源を発する斐伊川が北に流れる。斐伊川は、木次町でも南、西の縁を嵌入蛇行を繰り返し

ながら流れるが、本遺跡付近はその上流域にあたり (傾斜約120分の1)、 浸食作用によって

深い峡谷をなしており堆積平地は少ない (注1)。 しかし本遺跡のあたりは阿井川との合流地

点であり、やや広くなっていて幅約300mの堆積地形がみられる。斐伊川、阿井川とも現在は

水田から数m低い位置を流れているが、河道が固定され下刻作用が進行する以前は両河川と

ももっと浅い位置を流れていたものと考えられる。現にこのあたりの水田下のかなり浅い位

置からは川石が出土すると聞くし、この度の調査でも調査区内で大小の川石の堆積が発見さ

れ、遺跡の最下層からは礫を含んだ砂利層が検出されている。

本遺跡の成立に大きな関係をもつと考えられる斐伊川は、古代から流域の住民に大きな恵

みを与えてきた (注2)。 後述するとおり本遺跡周辺の出雲南部 (雲南)の縄文、弥生時代の

遺跡は、本遺跡をはじめとして斐伊川の本流、支流沿いに営まれているものが多い。また川

にそって古くから自然発生的に道が形成され、その道は中国山地を越えて陰陽を連絡する道

に通じていたものと考えられる (注3)が現在使用している陰陽連絡の主要道も古代から開

通していたこれらの道筋を利用しているものがある。このような山越えのルートを通じて、

雲南地方は古くから山陽側との交流が盛んであった。このような道沿いに営まれた遺跡もい

くつか存在するし、前述したとおり本遺跡出土土器に山陽の里木Ⅱ式の影響が認められるの

もこのような環境によると考えられる。

2.周辺の遺跡
前途したとおり平田遺跡周辺の雲南の縄文・弥生時代の遺跡は斐伊川の本流及び支流の流

域に営まれたものが多い。本遺跡付近から上流地域の遺跡を挙げれば第1図のとおりである

(注4)。

町村 番号 遺 跡 名 種 房U 出 土 遺 物 等 町村 番号 遺 跡 名 種 別 出 土 遺 物 等

木

　

次

　

町

1 平田遺跡 散布地 縄文土器、石鏃、石斧など。土城墓

横

田

町

半田遺跡 散布地 縄文土器

石壺遺跡 石斧 岩屋寺遺跡 弥生土器、土師器、須恵器、石斧

3 早稲田遺跡 弥生土器、土師器 代山遺跡 弥生土器      (消 滅)

4 本郷谷遺跡 弥生土器、石斧 子万丈遺跡 縄文土器

5 王見堂遺跡 石斧、石錘 竹崎井西遺跡 縄文土器

吉田村 6 川手I遺跡 弥生土器、石匙 鬼神社遺跡 弥生土器

仁

　

　

多

　

　

町

7 下鴨倉遺跡 縄文土器、石鏃、石斧、石錘など 横田高校グランド遺跡 弥生土器、石包丁  (消滅)

8 上布施遺跡 弥生土器 24 国竹遺跡 縄文土器、弥生土器、鉄斧など。住居跡

9 長福寺遺跡 弥生土器 25 下大仙子遺跡 縄文主器、弥生土器、と師器、須恵器、住居跡(消滅)

宮の前遺跡 縄文土器、土師器、須恵器 稗ケ谷遺跡 縄文土器、土器師  (消滅)

暮地遺跡 墓地 縄文土器、 (埋養2個) 龍ノ駒遺跡 縄文土器、石器

里田遺跡 散布地 縄文土器、弥生土器 曲谷遺跡 縄文土器

鹿谷遺跡 弥生土器 (櫛 目文土器2個 ) 竹ノ鼻遺跡 石父u

宇根遺跡 縄文土器、石斧 大鉄穴遺跡 縄文土器      (消 滅)

上阿井遺跡 弥生土器
伝横田八幡宮
銅剣出土地

銅剣出土地 中細型銅剣
王貫遣跡 縄文土器
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これらの遺跡の中縄文遺跡のいくつかについて概説する。

7.下鴨倉遺跡は、本遺跡に近い阿井川上流1,5kmの河岸段丘上に営まれたものである。出土

遺物は多数の縄文土器や石鏃、石斧、石錘などの石器があり、縄文土器は後期後半の彦崎K

Ⅱ式系のものが最多で中期船元Ⅱ式、晩期黒土 I式のものがこれに次ぐ。環境は本遺跡によ

く似ている。(注5)

11.暮地遺跡は、斐伊川が山丘に接近する狭い段丘地形に設けられたものである。底部穿孔の

高さ48cm、 53cmの 2イ固の粗製深鉢型土器が穴の中に倒立並置した状態で出上した。他に粗製

土器片などが出上したが総じて晩期のものと考えられる。下流の同じ雲南の三刀屋町の宮田

遺跡でも本例に類似した出上があり、いずれも埋葬施設と考えられる。

16。 王貫遺跡は、国道432号線沿い島根 。広島の県境に近い谷間にある遺跡で、道沿いの遺跡

である。くろぼく土から磨消縄文土器、無文研摩土器や粗製土器、石斧などが出土した。

(注6)

24.国竹遺跡は、横田盆地を一望する丘陵上に設けられたもので、雲南では数少ない縄文時代

早期の押形文土器が出上した。また上層からは弥生時代中期から古墳時代にかけての土器や

住居跡が検出された。

27。 龍の駒遺跡は、船通山麓の県境に近い谷間にあり、横田から多里に通じる山越えの道沿い

に位置する。戦後早く調査され、後期中津式に該当する磨消縄文土器が出土した。(注7)

いま縄文遺跡に限つて斐伊川流域での分布の状況をみるに、中流域に当る木次町北部、大

東町、加茂町では分布極めて希薄であり、上流域が当時の生活環境としては優れていたこと

がわかる。

※注1 木次町誌 (昭和47年 )

※注2 出雲国風土記には出雲郡の条に次のように記されている。

膿 剤 。硼 湘 よ卿 上輔 醐 旺 るまでの鳳 五つ螂 燒 た、河に技り器 め鳴
嬉 あ獣

門・仁多

孟寒より起めて季春に至るまで材宋を校る船、河の中を洛鶴乾

※注3 出雲回風上記には、道度の条に次のような幹線を記している。大原郡家 (木次町里方所在)か ら南西道と東南道の

二つに分かれ、南西道は飯石郡赤来町を経由して広島県三次市に通じる (国道54号線のルート)。 東南道は仁多郡家

(仁多町郡所在)に至り、さらに分かれて正東道と正南道の二つになる。正東道は鳥取県日野郡毘縁に越える道、正

南道は広島県比婆郡油木へ越える道である。

※注4 島根県教育委員会 F増補改定島根県遺跡地図I(出雲・隠岐編)』 (1993年 )に よる。

※溢  仁多町教育委員会『下鴨倉遺跡』(1990年)

※注6 井上捐介・桜井 治「仁多郡阿井村に於ける縄文遺跡」(F島根考古学第2号』、昭和23年 )

※注7 山本 清「西山陰の縄文式文化」(『山陰文化研究所紀要第1号』(島根大学)、 昭和36年 )
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第 3章 第 I調査区
第 1節 調査区の経過と概要

平成7年8月 に行つた分布調査で屋内運動場建設予定地が河岸段丘上にあり、周囲も広範囲

にわたつて平坦面が続くことから立地状況を踏まえて翌9月 に試掘調査を行った。

その結果 トレンチNolの 黒色土上層から縄文粗製無文土器片が出上 した。ここから西へ

115mの地点では前述の撚糸文地上器が出土していることから、平田遺跡はこの位置まで拡が

ることがわかった。

発掘調査は10月 から開始した。まずグリッドEか らIラ インについて調査を進めた。造成用

埋上の下は黒色上で南から北へ傾斜しながら広がり、黒褐色土へと漸移しながら包含層を形

成していた。

Eか らIラ イングリッドのうち、G-12、 H-12か らは特に土器が集中して出土し、4回 にわた

って実測、取上げを行った。Aか らDラ インにかけては家屋を撤去した後12月 より掘削を開

始した。家屋の床土下層は黒褐色上の上に黄茶褐色の微細な砂土が堆積し、北になるほど厚

くなっていた。包含層も北へ向って傾斜しており、かっての生活面が傾斜地であったことを

っかが わせ た。

出上した遺物のうち土器は、量が多く、精製土器も多数出土したことは特筆されるであろ

う。このうち島根県埋蔵文化財調査センターの指導、協力を得て精製の深鉢、浅鉢を各1個

体、粗製無文深鉢4個体を復元することができた。

調査は12月 に入つて降雪が続いたため困難を極めたが、屋根を取り付けるなど対処し、12

月29日 現場調査を終了した。

第2節 遺 構
本調査区では包含層が黒色土壌化しており、明確に土層を識別、遺構面を検出することは

残念ながらできなかった。従つて本節では遺構とは判断しがたいが遺物の出土状況から特徴

のある個所を選び、図化をしてみた。以下粗製土器底部と集石、精製土器出土状況、倒立上

器と小石群、大石と周辺土器出土状況、焼土周辺状況について記す。

1)粗製土器底部と集石 (第9図 )
Hラ インとIラ インとの交点付近から検出され、人頭大の河原石にはさまれて大形の粗製

土器が出上した。この下半部及び周辺から出上した土器片をもとに復元した粗製深鉢 (19

図の2)は径43.4cm、 器高61.8cmを 測る。この器高は本調査区から出土した粗製土器の中で

も特に高い。この上器の性格については不明であるが集石と合わせて考えると何らかの意

図をもって置かれたことが考えられる。

2)精製土器出土状況 (第6図 )
G-2グ リットから出上した有文精製土器で波状口縁をもち、沈線文の幅はやや狭く、丁

字文が連続して一周する。これらの特徴からみて福田KⅡ 式の古段階にあたる土器である。

(第 12図 1)。 この土器が埋蔵された地点はちょうどGラ インのベルト中にあってベルト除去

-5-
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の段階で検出された。底部は上向きになっており、口縁、胴部はあまり散在せず底部周辺

にまとまっていた。これは土器を廃棄したのではなく、この場所に置かれたことを示すも

のと思われる。これら土器片があまり撹乱を受けていないことを考えると周辺の土器も含

め長期にわたつてこの場所に遺存したものと考えられる。
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第5図 第 I調査区上器出土状況実測図
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3)倒立上器と小石群 (第8図 )

前第2節の福田KⅡ 式上器の出上位置から80cm南 で、倒立した粗製の壺が出上し、その付

近で5cm前後の小石の散布が認められた。層位的にみると小石、土器片の出土レベルに対

し、壼の上端部はそれより深 く、あきらかに掘 り込んで置かれたものであると考えられる。

壺の中には底部まで黒褐色の細粒砂土が堆積 しており、明確な層序は識別できかねるが土

器外の堆積とは異なった様相を呈 していた。さらに土器内中央部には黒褐色細粒砂土に淡

い黄褐色細粒砂上が混じり合った部分があった。この壺は残存口径19cm、 残存高19.7cm、

底径8cmを 測 り、頸部にゆるい段をもち、口縁部は全て欠落していた。島根県では埋甕と

して底部を欠いた粗製土器が報告されているが口縁を欠いた粗製土器が倒立して出土した

例はないと思われる。しかし壼の付近で小石の散布が検出されており、埋葬に関連した遺

構とも考えられることから、壺中の土壌を8分割して採取し、土壌分析を行った。分析報

告は未葉に掲載した。
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第7図 第 二調査区出土倒立上器実測図

4)大石と周辺土器出土状況 (第5図 )
F-2グ リッドでは2イ固の大石と土器片多数が検出

された。石は偏平な花尚閃緑岩で長さ58.4cm、 幅

36.6cm、 重量は41,3kgを 測る。もう一方は偏平で

はあるが上部がやや丸味をおびた黒雲母花筒岩

で長さ45.8cm、 幅35,4cm、 重量は35.Okgを 測り、
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第8図 第 I調査区土器出土状況実測図 (3)
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器片が固着していた。

石の脇からは粗製土

器の縦約30cm、 横約

35cmの大形深鉢のほぼ

半分が内面を上にした

状態で出土 したのは注

意される。この粗製深

鉢 も復元することがで

き、第19図 1に実測図を

不した。     |
本調査区は全体的に
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5)焼土周辺 (第 10図 )
Aか らDラ インにかけては当初家屋が建っていたためこれを撤去 した後に調査を開始し

た。この調査区でも多 くの縄文土器が出土し、また、調査区の南側からは焼土面を一基確

認した。

焼土面は不整形で長軸80cm、 短軸50cmを測る。土壌は淡褐色細粒砂土であったがこの部

分は深さ約13cmに わたって明橙色を呈していた。焼土周辺から出土した遺物は土器を除く

と第H図 に示す石器があげられる。このうち磨製乳棒状石斧31こ はススとベンガラが付着

し、三つに分割して出土した。この場で破損された可能性があり、何らかの儀式に使用さ

れたことも考えられる。なお焼土北寄の直近から東にのびた石列が16.5mに わたって確認

されたが石の間にコンクリート塊が含まれており後世の構築物であることがわかった。石

列の周辺に遺物の出土がみられないのは工事の際にとり除かれたことも考えられる。

彰
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第11図 焼土周辺出土遺物実測図

第3節 遺 物
本調査区では総数約7,5001こ及ぶ土器片のほか、石錘、石匙、砥石等の石器が出土した。土

器、石器とも分層が困難であったため遺構に伴わない遺物として一括報告することとし、石

器のうち石錘については一部を記載し、他は石錘出土分布表で示し、実測図、写真は省略し

た。

1)縄文土器 (有文土器)

本調査区から出上した土器は前述したとおり分層が困難であつたため一括して取り上げ

た。ある範囲に集中して遺物が出上している部分もあり遺構の存在が推定されるところも

ある。

有文土器は土器成形特徴及び器種をもとにして以下のように分類を試みた。

第1類 福田KⅡ 式並行の上器。
第lA類 (第 12図、第13図 15～ 45、 47～49、 第14図 50～ 53、 第15図66～ 82、 84～ 87、 89

～91、 93～ 97、 第16図 111、 113～ 121、 第17図 123～ 134、 136～ 143)磨消縄文土器のうち2

本沈線のもの。深鉢、浅鉢、訳耳壼がある。深鉢は頸部がくびれ、口縁が大きく外反する

器形がほとんどで、波状口縁のもの (1～ 3な ど)と平口縁のもの (4、 109な ど)と がある。

波状口縁の深鉢は確認できたものでは口縁端部を内湾させているものが多い。完形の第12

図1を みると文様は顕部から口縁にかけて直線的なJ字文、胴部上半には円形に近い渦状

」字文が描かれ、頸部屈曲部で両者は連結している。これとは別に口縁部に渦状 J字文が

描かれ、直線的な縄文帯で連結しているものもある (2、 11、 14な ど)。 両者とも、」字文

９

０
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の先端が波頭部に対応するもの (1、 9な ど)、 波頭部の中間に位置するもの (2、 8な ど)

がある。

平口縁の深鉢は21や22の ように縄文帯の幅が比較的広いものもあるが、総じて幅は狭い

ようである。また口縁端部は平坦に仕上げるものが多い。文様のモチーフは波状口縁の土

器とほぼ同じだが、■o、 114は 口縁端部の平坦面に沈線を一条入れ、端部屈曲点を中心に

文様帯を構成している。Hoな どは器形は福田貝塚出土土器とよく似た土器である。

波状口縁、平口縁ともに突起の位置に対抗孤文 (16、 17、 100、 lo3)を入れるものや、

口縁端部に刻目を入れるものがある。

浅鉢は口縁部が大きく開く皿形のもの (50)、 ボール形のもの (76、 82な ど)、 顎部が内

側に屈曲するもの (61)な どがある。皿形の浅鉢は内面に段がつくもの (50、 55)がある。

文様はほとんどが渦状丁字文を中心に直線的な縄文帯が連結している。縄文帯は全体に

狭い。

双耳壷は無顕で胴部が張る器形である (95)。 突起部は渦状の浮文であるが、胴部は無

文である。なお、81は突起部は出土していないが、双耳壼の可能性がある。

第lB類 (第 13図 46、 第14図55～ 64、 第15図 88、 90、 92 第16図 122) 沈線2条で区画

された縄文帯に、さらに沈線を加えたもの、いゆる3本沈線である。器種は浅鉢がほとん

どで、明確に深鉢とわかるものはない。口縁端部は内湾するもの (55、 63)がある。文様

はlA類の浅鉢と同様であるが、64は 」字文のモチーフがかなり崩れたものと思われる。

第2類 (第 16図、111、 112、 114、 第17図127)狭い縄文帯が横走して連結した文様を
もつ。器形は胴部が強く張り、頸部がわずかに外反するもの (112)や 無顎のもの (111)

がある。口縁端部は肥厚 し、沈線を1条入れる。これらの上器は北東部九州地方の鐘ヶ崎

式土器に似た土器である。胎土も他の上器と違いきめ細やかな胎土であるので、搬入土器

の可能性もある。

第3類 (第 15図83) 口縁部が玉縁状に肥厚し、顎部と肩部の境に段をもつ土器である。

文様は顎部中程に沈線が1条みえるが、全体のモチーフは不明である。内外面ともていね

いにミガキ調整が施されている。この上器は一見彦崎KI式の鉢形土器にみえるが、口縁
部、胴部に縄文が施されていないこと、全面ていねいにミガキ調整が施されることなどか

ら、彦崎KI式とは考えにくい。積極的な根拠はないが、福田KⅡ 式の中で捉えたい。

第4類 (第 17図 132) いわゆる縁帯文土器である。1点 のみ出上 した。顎部は外反し、

口縁端は肥厚して広い文様帯を作る。文様は口縁部のみに施文され、波顎部に渦文が施さ

れる。津雲A式 と考えられる。

-15-
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2)精製無文、精製浅鉢

本調査区から出上した無文浅鉢は有文浅鉢に対し出土数も少なかった。第18図 1は黒褐

色の精製浅鉢で口径30cm、 底径10.3cm(推 定)を測る。口縁端部は平滑に調整され、口縁

下端がわずかに盛 り上がるものである。31よ 乳白色を呈する精製浅鉢で皿形の浅鉢として

は最も底が深い。2は ボール形の鉢とも考えられるが形態上浅鉢とした。外面は粗いミガ

キによるが内面は一部に二枚貝条痕がみられる。浅鉢の口径は概ね30cmか ら40cmの 間が多

いと思われる。

o           10          20cm

臆 ぽ郡η発轡

斡士!1争 九
鯵
‐饗

第17図  第 I調査区出土縄文土器実測図(6)
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0             10 20cm

第18図 第 二調査区出土土器 (浅鉢類)実測図  (1/4)

3)粗製無文土器 (第 19～ 21図 )

本調査区では5個体を復元し、胴部と底部が一致するものも3個体を確認することができ

た。

粗製土器は概ね深鉢と小型の鉢に大別できるようである。分類法としては口縁端部の形

状にもとづいて以下のように分類してみた。

I類一口縁端部を平坦にするもの (3、 4、 5～ H)

3は復元された粗製土器で内外面とも二枚貝条痕が施され、不整形の内彎深鉢である。4

はコップ型の小型鉢で口縁に刻目を入れる有文土器であるが分類上このグループに入れ

た。

Ⅱ類一口縁上端は平坦であるが端部外側をわずかに面取 りするもの (2、 12～ 21)

本調査区の精製土器ではこのⅡ類が最も多かった、2は遺構1)で記した粗製深鉢である。

Ⅲ類一口縁端部外面を斜めにナデるもの (22、 23、 27)

23は 口縁を斜降させて上面を平坦にしたものでこの類は他にはみられなかった。
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第19図  第二調査区出土粗製縄文土器実測図(1)
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第20図 第 I調査区出土粗製縄文土器実測図 (2)
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挿図
番号
図版番号

出土地点
層  位 器 種 文 様

"米

り
調 整

嗣
ｔｍｍ‐
蜘
ｔｃｍナ
赤色番号 色 調

沢
面
面

光
外
内
形態の特徴

外面 内面

12-
1
口絵 1 H-1 深鉢 磨消縄文 RL ナデ+ケズサナ デ 6 ■6

に
'式

い
昔緒

波状口縁
充填縄文 ?

2 4 G 2 ミガキ ミガキ 0,7 10R6/8 天褐色 あ り
文様帝に朱
波状口縁

3 D-7 ク ク ク 3 ■0 黄褐色
lFx状 日稼
文様帝、沈線内に朱

4 ク
G-1
H-1 3～4 12～ 16 橙色

口縁にゆるい
派頂部をもつ

5 H-1 ク // ナ デ 4 1,4～ 1.9 月黄褐荏 充填縄文

6 ク D-5 ク ナ デ 騨
ガ

3
にぶ セヽ

橙色 波状口縁

7 D-7 ク ミガキ ミガキ 3 0.9 10R5/8 掲色 あ り
波状口縁
文様帯に朱

8 C-2 ク ナ デ
条痕霧
ナデ

4
にデドヤ`

橙色
波状口縁

9 (}―-2 // ク
ミガキ十
ハケロ 瘍欲

3 1,2～ 1.3 赤褐色

10 ク H-1 ミガキ ミガキ 4 05～08 10R4/8 褐色 あ り 文様帯に朱

11 四陶
// ク 0.9 10R6/8 天褐色 朱

縁
に
口
帯
状
様
波
文

う
々 G 2 ク ク 10R5/8 褐色 //

// G   l 天褐色 波状口縁

14 E-1 // 3～ 35 1,6 10R6/8 農褐色 朱
縁
に
口
帯
状
様
波
文

13-
15

// 併 2 // ナ デ
二枚興
条痕

橙色 日唇部、うずまき文

16 H-3 鶴ガ
4.5 赤褐色

F-2 ク ク ケズ リ 4 J唇部、9丁まさ天
18と 同一

H―-3 ク ク 4 日唇部、うずまき文

19 F―-2 ナ デ ク

20 G―-1 // // ク 4 2.4 疋責褐t 日唇部、連続横V字文

21 E-2 ミガキ 4 黄灰色 平口縁

22 H ll // ク // 2.3 平口縁

今
々 E-2 ク // ナ デ ナ デ 4 0.9

|こ ぶ Vヽ

橙色
口唇部刻目

24 併 2 ク 4 天白佳

25 ク 4 06 ●
色
ぶ
褐
に
赤

26 // // ミガキ
デ
痕
ナ
条 0,9 言褐色

4 D―-2 // ナ デ ナデ 1.1
に凌式ヤ

給 行

28 F―-1 ク 3

29 (3ト
ーーー
1 ク ク ミガキ ミガキ 黄灰色

30 ク //
07～ 10

にぶ い
昔緒魯

D-7 ナ デ ナ デ 4.5
|こ

'パ

▼:

橙色
No 30,No40と 同一

32 // 鈴 2 ク 3 No.4と 同一

第1表 第 I調査区出土縄文土器観察表
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挿図
番号
図版番号

出土地点
層  位 器 種 文 様 撚 り

調 整
醐
闘
蜘
くｃｍ，
赤色番号 邑 訂

沢
面
面

光
外
内
形態の特徴

外面 内面

13-
33
4 併 3 深鉢 磨消縄文 RL ナ デ

デ
痕
ナ
条 4.5 橙色 No.34と 同一

34 H-2 // ク ナ デ 4 // No.33と 同一

H―-1 ク ク
にレドヤ
緒魯

36 C判 4 掲灰色 充填糸亀文

37 G-2 //
ナデ
ケズリ

2.4
イこぶVヽ

橙色

// G    l ク ク // 丁寧な
ナデ

3

39 D-3 ナ デ 4 0,9 示褐色 No.43と 同一

40 (3ト
ーーー
1

// 騨ガ
0.8

こぶい

褐色
No,29,No.30と 同一

41 ク H―-1 ク ク ク ナ デ 4 1.2 褐色

42 X-5 ケズリ 3～4 2.0 民責褐色

43 D-3 ク ク ナ デ 4 0.9
′こ)ゞ ヤ心

未楊魯

44 4 ク // ク ク 4 2,0～ 2.2 浅黄色

45 F―-2 3
にぶし‐

橙色

46 B―-2 ク // ミガキ 醐無
3 02～05

に)式 ヤ
ー

未楊魯

47 F-1 ク // ミガキ 4 灰色
ミガキ後ハケロ
ロ縁部突起

48 併 1 ″
う
々 褐色

り

し
め
な 口縁部突起

49 (}―-2 // // ク ク 2 完黄橙佳 ク

14-
50
口絵8 D-6 浅鉢 3 11～ 1.2 10R4/8 褐色

あ り

あり 文様帯
に朱

口絵9 D-2 ク 3 |,3～ 1,6 7.5R4/8 尋褐色

つ
々 F―-1 ク // 3 褐色 ク

5 F―-3 1.4 10R5/8 文様帝に朱

ク F―-1 // ク ク 3.5～ 4 ■6 10R4/8 ク ク

C-7 ク ク ク 1.4 ク
文様荷泥緑関に本
89,90と 同一

56
B-3
F-2 1.4 文様帯沈線内に朱

ク D 6 // ク ク // // ク // 文様帯に朱

B-3 // 3 掲灰色 3本沈線

E-1 ク
●
れ
ぶ
楊
に
赤

ク
日唇剖∫力千状尻泳
3本沈線、水平日縁

60 ク H―-1 // ク 3
1.8

1.4
10R5/8 黒褐色

文様帝に朱
3本沈線

61 口絵 7 浅鉢 2～ 3 1,4 褐色
文様雨沈線間に朱
ら線状取手、3本沈線

62 5 B-2 ク
ミガキ
ナデ

// 月赤褐佳 3本沈線

63 ク D 2 ク ク ミガキ
な
キ
寧
ガ
丁
ミ

1.6 7.5R4/8
にぶ Vヽ

橙色
ク
文様帯に朱
3本洸線、水平日縁!

64 ク D-6 ミガキ つ
々 尋褐色 3本沈線
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図
号
挿
番 図版呑号

占
鮮
」

地土出

層 器 種 文 様 撚 り
調 整

珈
ｔｍｍ‐
文様幅
(Cm)
赤色番号 色 説

沢
面
面

光
外
内
形態の特徴

タト面 内面

15-
65

5 H-1 沈線文 RL ミガキ ナデ .25 黄橙色

66 ク E―-1 浅鉢 磨消縄文 ミガキ 3
に
'ド

ヤヽ
苦緒符

あ
あ 施文の後沈線を施す

67 H-2 ク ク ク 3 1.0 ク

68
C-2
D-2 3

69 ク D―-2 ク // // // 黄橙色

70 ク ク // // 3 0つ
にぶヤ
橙色

あ

あ

71 D-7 3 1.0 灰白色

72 C-3 浅鉢 // // ク 3～ 45 1.9 7.5R4/6 tr5色
り

り

あ
あ 文様帝に朱

73 D-4 // 10R5/8

74 G一-1 3 10R4/8 淡褐色

75 ク D-1 ク ク ク 7.5R4/6 褐色 ク //

76 F―-1 浅鉢 0.4 10R5/8 文様帯沈線内に朱

77 D-2 11～ 13 文様帝に朱

78 ク (3ト
ーーー
1 ク ク 3 0.8 月赤褐色

79 H―-1 2 0.9 黒褐絶

80 5 E-1 掲色
あ
あ 取手

ク
E-1
F-2

一霊
// // ク

に
'式

ヤ:

苦楊 魯 あ り 沈線が浅
い

82 B―-3 黒褐色 あ り

C 4 壺型 ク 聰ガ
褐色

り

り

あ
あ
士璽

84 5 G 2 ク ク ミガキ 民責褐t 沈線が深い

H-1 ク //
2.5～ 35 彗橙色 52と 同一

86 ク D剖 鶴ガ
3

ィこぶ ヤ

潜 符

87 ナ デ ナ デ 3 1.0

F―-1 浅鉢 ミガキ ミガキ 2 1,4～ 1,9 10R5/8 褐色
り

り
あ
あ 文様帯に朱

89 5 (〕
一―-1 // 3 0.6

にぶい
精色

//

90 H-1 浅鉢 1,7 褐色
ろ
あ

91 ク ク ク ナ デ 4 1.6 ク

92 5 G 2 浅鉢 ク ミガキ 2 0.5 10R5/8
り

り

あ
あ 文様帯に朱

93 F―-1 3 7.5R4/6 // //

94 D-7 里
// ク // 2 0.8 10R5/8 天白色

95 B-3 双耳重 取手付

96 ク 鈴 2 ク // 戌責橙住 あ り 壼把手
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図
号
障
番 図版番号

占
斜
Ｌ

地土出

層 器 種 文  様 撚 り
調  整
嗣
イｍｍ‐
文様幅
(Cml
赤色番号 色 調

沢
面
面

光
外
内
形態の特徴

外面 内面

97 G-1 磨消縄文 ミガキ ミガキ 黄橙色

16-
98
6

叶 1,D 2

レ 3 深鉢 RL ク // 3 つ
々 月赤褐仁

り

し
ろ
な

99 G-2 // 3～4 茂責橙在

100 D-2 // 3～4 13～ 15 褐灰色
り

し

あ

な

101 6 C-7 ク ク 魏無
2.5～ 3 1.4～ 1.5 橙色

立
Ｈ
同
円

102 (〕
― ― -1 ク

二枚貝条積
ナデ ナデ 2.5 //

103 ク G-2 深鉢 ナ デ ミガキ
に
'式

▼

橙色
ゆるい波状日答部に
,ずまき文

104 ク ナ デ
二枚貝
条痛 4 に

'式

ヤ:

赤楊侮 口唇部太い刻目

105 ク // ナ デ 4 褐色

106 ク D-2 ミガキ
ナデ

0.9
|こ レドい

橙色
98と 同一

107 (}―-2 ナ デ
二枚只
条痕 ■2

に)ゞ ヤヽ

褐色

108 C-3 ク ナ デ 2.0 『騨
109 ク G―-2 鉢 ミガキ 鞣ガ

3 1.2～ 15
辰い

黄橙色
水平口縁

110 C-2 ク ク ミガキ 4 にぶセi

黄橙色

あ

あ 日唇部

'ず

まき状突起

G 2 // 1,9 褐色 文様帯に朱

112 // C Cl // // // 3 0.9 月責褐在 水平口縁

D 4 ク // ナ デ 3 ■0
とこぶヤヽ

橙色

114 ク G‐ l ミガキ 0.3 な し

狂効
Ｈ
水

B―-3 ク ク 3 10R5/8 橙色
文様言に朱
116と 119と 同一

116 トレンチI 鉢 ク //

117 ク B-3 ク 3 10R5/8 月赤褐在
め り

あり 文様帯
に朱

G 2 // ナ デ
リロ

デ

キ

ナ 1,1
ti'式 い
橙色

119 C契 RL ミガキ ミガキ 0,7～ 09 橙色 興解識怪揮蒸
120 ク B―-3 ク 3 10R5/8 靭随

一同と

朱

‐５

に曲
赫
ｍ
文

121 D―-7 ク RL ■9 10R4/8 黄褐色
り

り

あ
あ 文様帯に朱

122 ク E―-1 1～ 45 天褐色
り

し

あ
な 沈線2本と3本

17エ
123 蜘 浅鉢 ク ク ク 3 1.5～ 1`9 甍橙色 水平口縁

124 C-3 // ク 3 08～ 1,5
に
'式

Vヽ

き潜行

り

り

あ
あ

十
人
″
大
剤
州

範
郁
訛

齢

唇

平

日

水

125 ク G―Ю ナ デ ナ デ 3 ■4 ヽ
色浄離

水平口縁

126 B-3 ク ミガキ ミガキ 0,8
に
'式

ヤ

橙色

127 // B―-3 浅鉢 ク 115と 同一

128 C-3 ク ナ デ
う
々 0.8 ク
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図
号
師
番 図版番号

出土地点
層 位 器 種 文  様 撚 り

調  整
曲
ぐｍｍ，
珈
側
赤色番号 色 誠

沢
面
面

光
外
内
形態の特徴

外面 内面

17-
129
6 レ 2 沈線文 ナデ ナ デ

130 F-2 磨消縄文 ミガキ ミガキ 2.5
に

'式

V
緒魯

り

り

あ
あ

6 鈴 2 RL 2～ 3 1.0～ 褐色

132 H-2 鉢 // ナ デ ナ デ 1.6
ビ
れ
ぶ
楊
に
布

外面全体に
スス付着

2 天白色 緑帯文

134 H-2 RL ミガキ ミガキ 2 噂灰黄荏 外面スス付着

6 (〕
――-1 浅鉢 // ク 4.5 天掲色

口縁内面に
対1寮支

B-2 10R4/8 褐色
り

り

あ
あ
縁
文
天
帯に朱

137 6 B-2 ク 4 黄灰色

C 6 浅鉢 無文精製 ク ク 0.7 黄橙色
あ り
あ り

// Bコ 磨消縄文 ク 1.4 10R4/8 ビ
色
ぶ
精
に
黄 文様帯に朱

140 B-3 0,9 ク ク

141 ク ク 1.0 10R5/8 ク
文様帝に朱
内面に段を設ける

142 ク C-2 // 靭髄
3本沈線

143 C-3 RL // 唐赤褐t 突起

Ⅳ類一口縁を丸くおさめるもの (1、 24～ 26、 28～ 30)

深鉢体部の形状では胴部から直線的に立ち上るもの、やや内反して頸部をつくりわずか

に外反するもの、内彎するものとに分けられるようである。32は把手付きの鎌と思われる。

注口としても使用されたかもしれない。なお深鉢の口径は岡山県福田貝塚遺跡出上の粗製

深鉢の資料では13例中のほとんどが20,Ocm～ 30.Ocmであるが本調査区では39,Ocm～ 44.Ocm

のものが10個体、45.Ocm以上の深鉢も4個体確認された。

2)石 器
① 石 錘

本調査区では151個 の石錘が出土した。河原石を利用した打欠き石錘で、出土が集中

する場所は土器出土地区と一致するようである。図化はその一部とし、重量による石錘

分布表を末葉に付して一覧表、写真は省略することにした。石錘について概観するとC―

6。7グ リッド出土石錘の平均重量は80～ 100gであるがG-2、 H-1、 2グ リッドの平均重量は

100～ 1908と 大型化しており出上場所によつて石錘重量が異なっていることが窺われる。

その他のグリッドでは重量、形状ともにバラエテイーがあるが50～ 90gと 100～ 120gと に

三分できると思われる。200gを超えるものは少なく近隣の下鴨倉遺跡からの石錘出土状

況とは異なった様想を呈している。

② その他の石器
1、 2は快入り無茎石鏃である。3は削器である、剥片を利用したものと思われる。4か

ら8は横長の石匙で石材は4が安山岩である。他は一見すると安山岩のようであるが、三
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図
号

挿

香
図版
番号

土
区
出
地
口縁
形状
器種 調 整 内面調整

口径

(Cm)
(推計)

残存高
(Cm)
器厚
(mm)

備 考

19-
1

日絵
1-4
E-1 Ⅳ 深鉢

力千日引大条沢
(ケズリ)

ケズリ十ナデ 32.6 46.4 9

口絵
1_9
H■ Ⅱ ク カキロ状条痕 43.4 61.8 7 内面丁寧なケズリ

F-1
F…2

I 二枚貝条痕 二枚貝条痕 32.4 47.6
る
着
す
付
形
ス
変
ス
は
に
形
面
器
外

4 日絵5 G-2 I(亥J目 小鉢 ナ デ ナ デ 11.0 8.0 5
祖裂布X
外面にスス付着

8 C-2 I 深鉢 // 32.8 30.6 10

6 B-3 40.4 (40.4) 7
外面丁寧なナデ
ー部スス付着

7 // D‐6 ク ク ハケロ状ナデ ク 46.8 24.0 10 外部
全体にスス付着

内面丁寧なナデ

// G-1 二枚貝条痕 二枚貝条痕 44.0 27.2 8 口唇部にも二枚貝条痕

9 // G■ 粗いミガキ ナデ 27.2 10 外面スス付着

10 // B-4 ク ク ケズリ+ナデ 丁寧なナデ 37.0 18.0 8 口縁外面にハケロ状のナデ痕

二枚貝条痕 二枚貝条痕 37.8 19,8 外面スス付着

12 // G-1 Ⅱ 28,0 18.0

ク D‐2 ク // ク ク 54.6 24.8 外面縦方向に条痕

30

14
F-1 条痕 条痕+ナデ 31.6 (45.6) 嫌SF芝剛撃

痕
″ H‐3 カキロ状条痕

二枚貝条展
+ナデ 40,0 38.5

16 A七5 ク ク
ヘラケズリ
ー部ミガキ

ナデ
ー部ミガキ

50.0 25,7 口縁外面にハケロ状のナデ

ク G‐2 鉢 二枚貝条痕 二枚貝条痕 32.0 (25.5) 外面スス付着

// A七5 Ⅱ 深鉢 カキロ状条痕 ナ デ 31.5 27.4 10

G■ ケズリ 45。4 31.3 9 内面にコゲロ付着

20 ク H-2 // 43.0 27.0 内面に少量のコゲロ付着

21 G-1 ク ク カキロ状条痕 ク 39,4 26.3 10 内面にコゲロ付着

う
と
う
々 D■ Ⅲ 二枚貝条痕 二枚貝条痕 39.6 31.2 9

外面二枚貝条痕を交叉させる
内面コゲロ付着

う
る ク G■ ケズリ ケズリ十ナデ 40.8 30.8 9 内彎深鉢

24 Ⅳ カキロ状条痕 ケズリ 37.4 24.5

25 ク H-1 // 深鉢 ナ デ ナ デ 21.0 1■0 7 着デ納
ナ
ス
な
に
写
面
丁
内

26 H-2 // ク 39.0 12.5 9 口唇部を九 く面取 り

27 F-2 Ⅲ ケズリ

坤け
41.4 16.2 9

28 ク G-1 Ⅳ 深鉢 二枚貝条痕
反条
デ
貝
ナ
枚
＋
二

33.4 17.8 外面スス付着

21-
29

E‐2 小鉢 ナデ 二枚貝条痕 14.8 6

30 D-2 丁寧なナデ 粗いナデ 15.0 6

C-2 士霊 粗いミガキ 粗いミガキ 19,0 ミガキ原体幅2m/m

32 G■ 取手付鉢 ナデ ナデ 23.5 21.5 8 勺、外面にスス付着

第2表 第 I調査区出土粗製縄文土器観察表
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図
号
挿
番 図版番号 出土地区 器 種

調 整 口径

(Cm) 離ぐｃｍナ
縞くｃｍ，

備 考
外 面 内 面

‐８

１ 7 H-2 浅鉢 ミガキ ミガキ 10.2 7.8 黒褐色・光沢あ り

2 口をヽ H一 止H-2 条 痕
r粗いミガキ)

二枚貝条
痕十ナデ

24.0 12.0 10.0 粗 製

3 口絵 3 H― ■H-2 ミガキ ミガキ 34.2 11.4 8.2 乳白色 。光沢あり

4 7 H-1.G-2 ミガキ ミガキ 29.0 黄橙色・光沢なし

H-1 ミガキ
ミガキ
+条痕 48.0 橙色 。光沢なし

6 H-1 ミガキ ミガキ 37.0 黄橙色・光沢あり

7 ク C-7 ミガキ ミガキ 43.0 褐色・光沢なし

第3表 第 I調査区精製・粗製浅鉢観察表

第4表 第 I調査区出土粗製土器底部観察表

図
号
挿
番 図版番号 出土地区 器 種

底 部 形 状
外 面  内 面

底径
(Cm)
器厚
(cm)

備 考

1 9 G-2 深 鉢 平  底 平 12.0
底罰
`円
白指映によるl■涙

胎土粗い

2 H-2 タ ゆるい凸 9.0 6.0 底部外面内部ナデ

3 G■ 深鉢 ク (10.5) 10.0

4 G-2 凹 9.0 11,0

5 F‐2 ク 凸 10.0 7.0

6 ク G‐ 1 ク 平 14.4 7.0

7 F-1 ゆるい凸 9.5 半精製

31-底 C‐2 深鉢 平 10.0 8.0
底部外周を残 して内部 をわず
かにナデる       .

17‐底 G-2 鉢 9.0

9 D‐7 深鉢 浅い上底 ク 7.0 月乳化

9 ク G-1 ク 9,1 8.0 端部をやや張 り出す

10 F-1 凸 10.5 8.0 外面内部ナデ

ク C-3 凹 9,0 す
デ
出
ナ
リ
央
張
中
が
画
部
外
端

1牛底 F‐ 1 深鉢 平 9.0 8.0
底部外周を残 して内部をわず
かに窪める

12 9 G■ 深鉢 凹底 &0 7～ 11

G-0 浅い凹底 ゆるい凸 8.0 内面に櫛目状の圧痕

14 9 C-2 深鉢 凹底 8.6 10,0 外面二枚貝条痕

G■ 平 7.5 8.0

5-底 B-3 鉢 浅い凹底 ク 8.6 6.0 丁寧な仕上げ

16 9 D-2 /Jヽ鉢 7.5 6.0

17 B-4 深 鉢 ク 凹 7.5 9,0

// G‐ 1 平底 平 4.0 8.0
端部を指頭で押圧 し、わずか
に高台をつ くる

19 G-2 高台底 11.0 5～7 手づくね土器

20 F-1 皿 ? ク 10.5
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浦清氏のご教示によリホルンフェルス化 した結晶片岩と考えられた。9は 円礫あるいは

磨製石斧を転用したと思われる石箆型の削器である。lo、 11は磨製石斧で、10の石材は

石英安山岩である。12～ 14は玄武岩の磨石で、3個然 ともベンガラが付着しており全て

G-2グ リッドから出土した。15は小型の砥石である。16は 削痕が認められる砥石である力S、

細い線刻が直線的に砥石を一周する。17は調査開始当初、調査区西側撹乱土中より出土
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第22図 第 I調査区出土石鍾実測図
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図
号
指
番 図版番号 グリット

取 り上げ
No

縦
(Cm)

横
(Cコn)

形 状
重  量
(g)

材  質 備 考

22
10 F―-2 No.7 10.0 5,2 長方形 250 狛

閃緑

2 H―-0 No.11 9.6 4.3 160 凝 灰 岩

3 Cヨ No.15 90 5.5 240 栗
猪緑

石
閃 楕円形

4 C-2 No.16 9.3 150

5 A'-5 No.27 7.0 38 130

6 E一-2 No 2 9.5 6.0 205 玄武岩

7 H-3 No.43 4.9 110 疑灰
砂

8 F-2 No2 4.2 80 玄武岩

9 No.16 5,7 3.6 40 楕 円形

10 D-2 No.41 2.5 10
/H 英
閃 緑 芳 極小

の石錘

No.2 4.0 4.0 正方形

12 H―-2 No.8 6.1 160 玄武岩 隅 丸

No.17 7.0 6.2 110

14 F―-3 No 8 6.0 5.0 その他 80 石  英
閃緑 岩

D―-2 No.54 6.0 7.2 正方形 210 花 筒岩

No.3 6.1 7.2 170 流紋 岩 やや横 長

I-3 No7 4.7 5.0 ね  奥
閃 緑 芳

(}―…2 No.23 4.7 4.2 60

19 F―-2 No.18 5.0 5.0 砂  岩 3カ 所 に打欠 きあ り

20 (〕一―-1 No.13 9.6 台  形 260 玄武岩 楕 円形

21 中 No.6 6.5 6.1 花 筒岩

22 D―-6 No3 7.0 6.6 玄武 岩

E―-1 6.7 6.0 160 流紋 岩

24 No.10 7.6 6.2 180 砂  岩

25 C-2 No.16 5.2 4.9 100 1  )
司お證茅

26 E――l No.2 4.9 6.1 80 横 長

27 D 2 No.9 3.4 5,0 その他 30 玄武岩

28 B―-3 No.29 7.0 100 疑 灰
ザ

秒  ザ 三角形

第5表 第 I調査区石鍾一覧表
した石器で、石刀と思われる。石材は当地では産しない結晶片岩であり、他所から持ち

込まれた可能性もある。20は 台石状の表裏に人為的に凹められたと思われる数力所の凹

みをもつもので用途は不明である。18、 22は石皿である。21～ 23は くぼみ石である。25、

26は第5図で示した石で、26は41.3kgを 測る花商閃緑岩、27は 36.6kgを 測る黒雲母花商岩で

ある。いずれも近辺から持ち出されたものと思われる。25は 19.3kgを測る閃緑岩の台石と

思われるが砥石としても使用されたことも考えられる。

第4節 小 結
第 I調査区から出土した有文土器はその多くが2本沈線の磨消縄文土器である。文様屈曲

部で沈線が途切れて不連続となるものが多くいずれも福田KⅡ 式と考えられる。ただ46や65
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第23図 第 I調査区出土石器実測図
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団
冒
亨

挿

番 図版番号 器  種 出土地点 最大長 最大 幅
重 量
(g)

材  質 備 考

1
石   鏃 トレンチ1 141 凝灰質砂岩

2 I―-3 結晶片岩

3 削  器 D 2 1.1

4 石  匙 G 2 1024 安山岩

5 H-2 結晶片岩

C-3

H-3 939

9 削  器 G-2 玄武岩 川原石 石器片を転用か

磨製石斧 石英安山岩

11 玄武岩

暦   石 赤色顔料付着(10R5/8)

13

15 砥   石 B-3 砂  岩

砥  石 トレンチ1,:土吋 409 砂 岩 幅07m/naの 線刻が一周する

17 石 刀 ? 1 3 片磨石

石皿・台石 F―-1 162 1,950
雲
苗
黒
花

叩石・凹石 F―-1 花尚岩

凹   石 H-1 3,700 花筒岩

凹   石 トレンチ7、 8中間 花尚閃緑岩

石   皿 トレンチ7 173 2.600 黒 芸 ,
オ 需 要

磨 石 凹石 204

24 台石 砥石 C-7 274 閃緑岩

F-2 584 366 41,300 花両閃緑岩

458 35,000
母
岩
空
イ中画

0-
7 磨製石斧 D-7 閃緑岩 縦半分が欠損

2 砥  石 D-6 玄武岩 三面とも砥面

3 磨製石斧 C-7 閃緑岩
刀部片面 に赤色顔料付 着
体部 にスス付着

石   錘 黒_T母
花筒岩 打

久

5 花尚閃緑岩

第6表 第 I調査区石器一覧表

には集石が見られること、遺物の出土面はゆるい傾斜地で住居跡とは考えにくいことや土器

の残存状況等から本調査区からまとまって出土した深鉢は埋設土器の可能性が高い。大阪府

山之内B遺跡では倒置された底部穿孔の施されない土器が検出されており、本調査区におい

ても類似すると思われる土器 (第 5図 )も あることから今後の検討課題としたい。また赤色

塗彩の精製土器や同じくベンガラ (色調は主に10R4/8、 10R5/8であつた)の付着した磨製石

斧、磨石の出土などは埋設された土器の近くで祭祀儀礼が行われた可能性を窺わせている。

のように文様がや

や直線的なものも

あることから、多

少の時代幅はある

かもしれないがい

ずれも縄文時代後

期前葉から後葉の

範囲に納まるであ

ろう。

本調査区から出

土 した土器のうち

注目されるのは後

期中葉とされてい

る北部九州の鐘ヶ

崎系の土器が含ま

れることである。

鐘 ヶ崎式土器 は

中・四回地方の初

期縁帯文土器と並

行するとされ、島

根県内では美保関

町崎 ケ鼻 洞窟遺

跡、津和野町高田

遺跡などからも出

上 している。遺跡

の性格については

粗製土器がまとま

って出上 した場所
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第 4章 第I調査区
第 1節 調査の経過と概要
平成7年9月 に温泉小学校屋内運動場建設予定地の試掘調査に併わせ温泉幼稚園建設予定地

|についても試掘調査を行った。

i その結果トレンチ9、 10及びこの2カ 所をつなぐサブトレンチの水田耕作土下層の黒褐色細

粒砂土から縄文土器、石鏃が検出された。調査区域を設定したのち調査は平成8年3月 19日 よ

り開始した。調査地の現状は水田で耕作土下層は黄掲色砂土と褐色上の混合層が堆積し、こ

の層からも縄文土器が出土した。この堆積は現在温泉小学校の南側を流れる阿井川のかつて

の氾濫によるものと思われる。

区割りは第1調査区と同様2m四方を1グ リッドとし、発掘調査を行った。調査開始から間も

なく石器の剥片があいついで検出され、それとともに石鏃も点々と出土したため、4月 18日

より排土は全てふるいにかけることとした。その結果最終的に確認された石鏃は187点 を数

えた。また打製石斧も64点 出土した。

遺構については、土質が第1調査区同様黒色土壌で、遺構を見い出すことは困難であった。

しかし偶然にも土層図をとるために掘り下げた土層から落ち込みが認められ、さらには墳内

から骨片が検出されたため土壊であることが判明した。本調査区では最終的に7基の土墳が

確認されたが土壊内から出土した土器によっておよそ縄文時代後期後葉の埋葬施設と考えら

れた。以上のような成果を得て、平成8年6月 19日 に2カ 月にわたる現地調査を終えた。以下

遺構については調査区北側から順次概要を述べる。

第2節 遺 橋
1)A‐2土墳

この上壊は調査区北端から検出された長さ190cm、 幅HOcm、 深さ33cmを 測る楕円形の

上竣で、本調査区から検出された楕円形土墳としてはこの土墳のみであった。A-2土墳は

黒色土ないし黒褐色土を掘り込んで作られた他の上墳と異なり、黄褐色の微細砂上に掘り

込まれていた。地形的にも調査区北端部はレベルがやや高く、土城が確認された時点での

他の上壊との高低差は約30cmである。土娠内では2イ回の石が検出された。遺構の性格を考

えるうえで第26、 27図 のように土壌を採取し、分析を行った。その結果、同図5～ 9及び24

～26付近に他の土壌サンプルと比べ3～ 4倍 もの高濃度のリンが抽出され、この付近に遺体

が埋設されていた可能性があることが分かった。2イ回の石は埋葬に伴って置かれた石とも

考えられる。また前述したようにA-2土墳は他のまとまった土壊に比べ離れて位置してお

り、形態も異なることから時代差を反映していると考えられる。土壊が作られた順は不明

である。

2)A-6土境
A-6土墳はDラ イン土墳群よりやや東よりに位置する、円形の土墳である。上面の径

120cm、 底面の径32cmを測る。墓と確認できる資料は得られなかったが形状から土壊とし
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t32.0

下 3xx承 ∝?__「 習 ~・‐

○石器 (石鏃、石斧、石錘など)
×縄文土器
●細石屑 (チ ップ)
S石ri墨_登線:

①灰褐色砂質土
131,O②灰黄褐色土 (埋土)~~~③
淡褐色土
①サビ茶砂質土
⑤軽石を含む淡褐色土
⑥明黄掲色砂土
⑦黒色砂質土
③黒褐色砂質土
③黒色土
⑩灰黄褐色砂土
①明黄灰色砂土
⑫にぶい褐色砂質土
⑬黄褐色砂土
⑭暗褐色砂質土
⑮浅黄橙色砂土

刊′31.0

E7
エ

E4
‐

182.0ｌ
ω
〕
―

華

131.0

粗砂礫

0

第25図 第Ⅱ調査区Eライン上層図

131.0



1322m

1～ 18は土嬢試料番号

挙パ

132.2m望生

1にぶい黄褐色砂質土
2.黄橙色砂質±   0
3.黒褐色砂質土
19.20.23´Ψ25は

=Lウ
震試*斗宅ξfチ

第27図 第Ⅱ調査区A‐2土境実測図 (1/40)

と:壕箔雹急

第26図 第Ⅱ調査区A-2土壊土嬢分析試料採取位置図 (1/20)

9         ,         lm

た。下層が淡褐色砂質土、上層に暗赤褐色

砂質土が推積 していた。また土娠内中ほど

に長方形の礫が入っていたほかは遺物は認

められなかった。

3)C・ Dぃ6土境
Dラ イン土壊群に入 り、やや不整形な円

形の上墳である。長径86cm、 短径78cm、 深

さ34cmを 測る。暗褐色砂質土をほぼ直線的

に掘 り込み、底を広げた土壊で骨片が検出

された。骨片はいずれも底面に残存 してい

たものである。

遺物を取 り上げ土壊内を完掘したところ、底

２３

・

‐９

・

上

131.5m生

部は暗掲色土と黒色上がブロック状に混ずる混合

土で、その周囲が暗褐色砂質土と2層 に別れてい

た。(第29図)こ の混合土層を上方から見ると第

30図の点線に示すようになる。他の半分について

は未確認であるが遺体を何かに包んで埋葬した可

能性も考えられる。

CD-6土壊からは第31図 に示す粗製土器のほか、

打製石斧も土壌壁面から出上した。埋葬の際に共

献されたものと思われる。石材は玄武岩で長さ

0      1      2cm  10.8cm、
最大幅4。3cmを測る。

第28図 第Ⅱ調査区 第31図 11よ うす手の粗製深鉢口縁部で口径

A-6土墳実測図 (1/40)  34.4cm、 口縁の調整は雑である。2は粗製深鉢の胴部
と思われる。外面は粗いナデだが内面は丁寧である。3も 粗製土器片であるが詳細は不明で

ある。1、 2と も岩田Ⅳ類の範囲に入ると思われる。

ど9 九  カ  充
lP ttJ lp 翌

褒2 ど14身

び
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2.暗褐色土と黒色上の混合  5
3.暗掲色砂土 (組砂)

と:悪爆皇
砂質±9        1        lm

第29図 第Ⅱ調査区
C・ D-6土矯土層図 (1/20)

4)D‐5土墳

本調査区の上壊群中最も大きな土壊

で上面径 140cm× 130cm、 底面径約

84cm、 深さ54cmを 潰1る 。淡褐色細粒砂

土、明黄褐色砂土を掘 り込み、底面は

地山の河原石を含む粗砂層の上部まで

達している。上壊群の中で最初に骨片

が検出された土壊で、発見さ

れた小骨片 は縦 1.4cm、 横

2.5cmであつた。

付論の分析報告に記すよう

にこの骨片は上腕骨の一部の

可能
サ
隆があることが分かつた。

D-5土壊内からは32.Ocm×

10.Ocmの長方形の河原石をは

じめ人頭大の川石も3イ固出土し

た。これは抱 き石として用い

られた可能性も考えられる。

このほか遺物 として、粗製

土器片、打製石斧が出土した。

第32図 11よ 打製石斧で長さlo

131.7m

×骨片出土位置 0                   1m

第30図 第Ⅱ調査区CeD-6土墳実測図 (1/20)

蔦辞登二Ⅲ

0             1             20cm

第31図 第Ⅱ調査区C・ D-6土墳出土遺物実測図 (1/4)

声

川

‐―

側

一

Ａ

十‐

Ч

リ

一

cm、 最大幅3.8cmを測る。石材は玄武岩である。2は粗製深鉢の胴部と思われる、外面はハ

ケロ状のナデが施され、ススが付着する、岩田Ⅳ類に並行すると思われる。
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1.黒褐色砂質土
2にぶい褐色砂土
3.砂礫
×骨片出上位置

内
腸

ぬ
川
―‐
Ｈ
Ｖ

Ｈ
ＩＩ
Ｈ
日
四

一

の ~03

0            10Cm
I

0                   1m

第34図 第Ⅱ調査区D-6土境実測図

第33図 第Ⅱ調査区
D-5土墳出土遺物実測図 (1/4)

5)D-6土 境
土竣群のほぼ中央に位置する土娠

で上面径104cm、 底面径約74cm、 深

さは58cmで あつた。D-5土渡 と同様

一抱えほどの川石が検出された。第

34図 に示す土墳上部の石については

ちょうど土壊中央部に位置 している

がレベルがやや高いため土壊に伴う

ものかどうか不明である。

この土羨からも微細な骨片が検出

されたが位置が確認されたのは図に

示す3カ 所で底面に近いほうであつ

た。骨片が石の直下から検出された

ことはこの石が遺体の上部に置かれ

ていた可能性が考えられる。

遺物としては、粗製土器片がある。

第35図 1は 粗製深鉢の口縁で口径

23.Ocmを 測る。

口縁内面を左人さし指で押圧 し、

右方向に一周させる。外面はカキロ

状のケズリ、内面には板目状のナデ

痕がみられる。岩田Ⅳ類に並行する

ものと思われる。2は鉢型土器の胴部

片である。内外面ともミガキ調整で

ある。

1.黒色微粒砂質土
2黒褐色微粒砂質土
3.淡黒褐微粒砂質土

(2と 4の混合土)
4.明黄褐色砂土
5.砂、礫
×骨片出土位置

2m

④

ｏ

群
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10          20cm

第35図 第Ⅱ調査区
D-6土矯出土遺物実測図 (1/4)

ヽ

司

〃

氏
螂

影

1.黒褐色砂質土
×骨片出上位置

O                   m

第36図 第Ⅱ調査区
E-4土境実測図 (1/40)

酬

稚

′

Ц

ゝ

i4,α榊 0    0Cm

0            5cm
23.8

第3フ図 第Ⅱ調査区E-4土境出土遺物実測図

6)E‐4土婚

本調査区のほぼ中央から検出された土墳で上面形は楕円形で、上面は138cm× 118cm、 底

面径は約80cm、 深さ58cmを 測る。E-4土墳でも礫を含む粗砂層の直上まで掘 り込まれ、底

面には微小骨片が点在していた。また他の上壊と比べ多くの川石が検出された。遺物は本

土壊からも打製石斧及び縄文土器が検出された。11ま 沈線間に擬縄文を施した浅鉢、2は 口

縁端部に細沈線と刻目を入れた浅鉢でいずれも彦崎KⅡ 式並行のものと思われる。3は深鉢

盤 )
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肩部に結節状の沈線を入れ、胴部に擬縄文が施こされる。6はやや光沢のある精製浅鉢で

口縁端部に細沈線が1条施こされる。いずれも彦崎KⅡ 式に並行すると思われる。7は肩部

に刺突を2条めぐらしその間に縄文を施した短頸壺と推定され、権現山式と考えられる。

打製石斧は撥形で石材は玄武岩である。他の上壊内出上の石斧と同様、供献遺物であろうか。

A

1.黒褐色砂質土
2.オ リーブ褐色砂質土
×骨片出上位置

131.5m止
i

ノ
マ
′
卜
／

州

一

A'

131.5m A

1.浅黄橙色砂土
2.黒褐色砂質土
3.暗褐色砂質土
4.砂礫
×骨片出土位置 lm

浄④

:  0                  1m
|

第38図 第1調査区E―フ土境実測図

取

0             1           20cm
l.2.6.7

0              5            1ocm
3,4.5L=ョ

====〓E=ヨ==士============」

第39図 E―フ土境出土遺物実測図

第40図 第Ⅱ調査区
I  F-5土 境実測図
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フ)E‐7土墳  ―

土墳群中で最!も 南寄りの土壊である。平面形は不整楕円形で上面は97× 80cm、 底面は約

80× 66ch、 深さは40cmを 測る。実際はもう少し上部から掘り込まれていたと考えられる。

この上壊でも川石と川砂の層直上まで掘り込まれている。微細骨片は主に土墳中ほどと底

部から検出された。ここでは他の上壊から確認された川石とは異なりく球形の花筒岩が1

個出上し、土器片もまとまって出上した。第39図 1、 2は有文の浅鉢であるも1は 口径

28.Ocm、 2は20.4cmを測る。11ま 口縁端部に連弧文はないが他の文様は1と 同様である。3、 5

は浅目の沈線内外に縄文、4は沈線間に擬縄文が施される縄文土器、6には沈線端部に細沈

線が入る。7は粗製深鉢の胴部と思われる。7を 除きいずれも彦崎KⅡ 式に並行すると考え

られる。このようにE-7土墳から検出された縄文土器は時期がほぼまとまっており、この遺

構の年代もおよそ縄文時代後期後葉と考えられる。

8)F‐5土墳

土羨群のやや西よりから検出した。上面径約75cm、 底面径約60cmと やや小型の上壊であ

る。

調査終了段階になって円形のプラ

ンが確認されるとともに骨片が検

出されたも第40図のとおリプラン

が不明であったため底面上20cmま

で掘削していたため遺物の有無等

詳細は不明である。

9)G‐5ビット

淡褐色砂質土に掘 り込まれた上

面径80cm、 底面径58cmの穴で、下

層にオリーブ色砂土、上層には明

責褐色砂土が堆積 していた。底面

で24cm× 36cmの 平らな石が検出さ

れたがこのほか遺物はなかった。

穴中の堆積上の様相から土壊とは

考えにくく性格については不明で

ある。

10)第 Ⅱ調査区検出土境について

本調査区から検出された土壊

について概観 してみると、浅 く掘

り込まれた舟型の上壊と円形土墳

とに分けられるが、舟型土壊と円

形土墳群は約8mも 離れて位置して

おり、埋設された年代に時期幅が

あるかもしれない。円形土壊の規

A A▼

AIA

1.明黄褐色砂土
2,オ リーブ色砂土
3.淡黄色砂土

131.5m

(1/20)
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模はすり鉢状を呈するA-6土壊を除くと上面径が1,2mか ら2,Om、 深さは約60cm前後で概略Aグ

ループ (D-5、 D-6、 E-4)と 上面径約80cm前後、深さ40cm前後のBグループ (C・ D-6、

E-7、 F-5土墳)に分けられよう。Bグループは上面径、深さともAグループのおよそ半分の

大きさである。形状から被葬者は屈伸葬で埋葬されたと思われるがBグループについては確証

はなく、縦位屈葬か横位屈葬かも判断しえない。各土壌の被葬者数は小骨片分析の結果、各一

人と考えられるためAグループ土壊は成人、Bグループ土墳には小児が埋葬されたかもしれな

ヤヽ。

土壊のほとんどから人頭大の石が検出された。これらの石は概して中心部には置かれず外周

に置かれていた。大きさ、形も様々であるがE-7土墳では明らかに加工されたと思われる直径

約29cmの球形の花筒岩が検出されている。遺体に伴なうものであればこれらの石は抱き石とみ

ることができようか。今後同類例の報告を待ちたい。

土壊内の遺物は、8基中5基から土器が検出され、そのうち3基は打製石斧を伴っている。土

器はすべて破片であつた。C・ D-6、 E-7土墳では中央にまとめて置かれ、供献された可能性

が考えられる。またC・ D-6土墳では遺体の脇に置かれたような状態で出土した。D-5土城出

土石斧には使用痕が認められた。

図

号

挿

番
図版
香号

出土地点 器  種 文  様 調  整 備 考

３３
つ

D-5土壊 粗製深鉢 ハケロ状ナデ 外面にスス付着

３‐
司

C・ D-6土嫉 粗製鉢 ? ナ デ 口径34.4cm

-2 深  鉢 子登な夕芸;よ
-3 ナ デ

うう

-1
D-6土壊 深  鉢 外面ケスリ

内面汗汁の十ギ馬
口縁内面に左人さし指によ
る押圧痕をめく

｀
らす

-2 壷型土器 粗いミガキ 外面にスス付着

３７
「

E-4土羨 浅  鉢 沈線・擬縄文 ナ デ 外面にスス付着

-2 浅  鉢 沈線・刻目 ミガキ・ナデ 外面光沢あり

-3 縄状沈線
擬縄文

ナ デ

-4 鉢
タトlalたとャヽラトラ

声

内面丁寧なナデ
口径21 4cm外面にスス付着

-5 深  鉢 ミガキー部条反
内面ナデ

-6 浅  鉢 口縁部沈線 ミガキ 穿孔、外面にスス付着

-7 士笠
界J突・多U日
縄文

ナ デ

-8 深  外 条痕ナデ 外面にスス付着

-9 浅 鉢 ? 沈線内刺突 ナデ
貼手
らず状線の底に連続束J突支

39
-1
]絵H E-7土嫉 浅  鉢 半行・斜行泥線

連続弧状沈線・縄文
ナ デ 口径 28,∝m

-2 浅  鉢

中帥
ミガキ 外面スス付着

-3 沈線・縄文

-4 浅  鉢 沈線・擬縄文 ナ デ

-5 沈線・縄文 ナ デ 内面にスス付着

-6 浅  鉢 沈線内刺突 ミガキ 外面にスス付着

-7 深   鉢 ハケロ剪犬ナデ 外面にスス付着

第フ表 第Ⅱ調査区出土遺語に伴う縄文土器観察表
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第3節 遺 物
第Ⅱ調査区から出土した遺構に伴わない遺物については縄文土器片、石鏃、石斧、石錘

等である。

l 縄文土器
1)有文土器
第 1類 (第42図 1～ 5、 8、 9)彦 崎KⅡ 式より古いと思われるものを一括した。4、 5
は肩部に段がつき、胴部に縄文を施す鉢である。彦崎KI式 と考えられる。彦崎KⅡ 式

まで残るかもしれないが、とりあえずここに分類しておく。21よ肥厚 した口縁部に沈線

と縄文を入れるもので、津雲A式と考えられる。1～ 3、 8は顎部にも施文され比較的古

い様相の土器である。

第2A類 (第42図 10～ 35、 37、 39～ 45、 第43図46～ 58、 62、 67、 69、 70) 彦崎KⅡ

式と思われるものを一括 した。縄文が施されるもの (第2A類)、 擬縄文が施されるも

の (第2B類)がある。

縄文が施される第2A類 は、結節縄文の上器がまとまって出上 した (10～ 31)。 外面

に結節縄文が施文されるもの (11～ 20)と 、内面に施されるもの (10、 21～ 31)があ

る。16は 結節部を軸とした羽状縄文が施されている。また、loは内面に結節縄文が施

されるほか外面にも孤文、直線文を基調とした磨消縄文帯が施される。口縁部が内湾

するもの (H、 12)単純口縁のもの (20～ 31)がある。

7、 33、 34、 37、 49、 67、 69は 、縄文が施された土器である。7、 37、 67、 は口縁部

が「く」の字形に屈曲して上方に拡張される器形である。69の屈曲部にはさらに刺突

文が加えられる。33、 34は 単純口縁で、内面に沈線を入れ上端に縄文を施すものであ

る。69は 口縁部の屈曲がやや弱 く内湾しており波頂部に重弧文がつくので、他の土器

より若干古いであろうか。

第2B類 (第42図22、 32、 35、 36、 38～ 45、 第43図 50、 51、 53、 54、 56、 58)も 口縁

部が「く」の字形に屈曲して上方に拡張される器形のものがみられる (50な ど)。 22、

32、 40、 45、 58は 注口土器である。56は沈線の両端を刺突されるもので下端に擬縄文

が観察できる。これらの土器は擬縄文が施されるが、総じて三枚貝によるものが多く

刺突文風となるものが多い。このほか46、 47、 55は屈曲部に刺突文が施されその上に

沈線が巡る。上部に縄文や擬縄文が施される可能性もある。

第3類 (第42図36、 38、 第43図70) 九州地方の西平式土器である。口縁部が「く」

の字形に短く屈曲した深鉢で、口縁部には沈線と擬縄文が施されている。36と 38は西

平式に極めて近いが、70は 波状文を二枚貝の刺突で表現しており西平式土器の模倣品

と感じられる。なお51、 54は2B類 としたが、連弧文が波状文に近いので第3類 となる

可能性がある。

第4類 (第43図68) 口縁部が「く」の字形に屈曲し、回線文が施される。宮滝式ま

たは福田KⅢ式といわれる土器である。68は浅鉢で、突起の位置に巻貝による刺突と扇

状圧痕がみられる。凹線内は未調整である。この上器の内面にはスス状の付着物が残る。
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第44図 第Ⅱ調査区出土土器底部実測図 (1/3)

国
号
挿
番 図版番号 出土地区 器 種

底 部 形 状 底径
や→ 縣 備 考

外  面 内 面

D 2 深鉢 平 底 凹 外面にクサピ形の刺突

D 6 鉢 平

H-3 スス付着

深鉢 底都外面押圧ナデ

5 C-5 浅鉢

6 F  J 深鉢

7 凹

8 小鉢 平

9

浅鉢 上げ底 平

鉢 浅い上底

深鎌 上げ底 凹

浅鉢 浅い上底 平

B-8 小鉢 浅い上底 口

A-8 浅鉢 浅い凹底 平 仕上げ雑

深鉢 日底 底部外面丁寧なナデ

鉢 底部外面丁寧なナデ

C-5 浅鉢 底部外面に刺突

一】
浅鉢 6

鉢 浅い凹底

51 内 外面 ミガキ

第8表 第Ⅱ調査区出土土器底部観察表

第5類 (第43図 61、 64～ 66、

71) 晩期を一括 した。64～ 66

は突帯文土器である。突帯は口

縁端部に接近しており65に は突

帯と口唇部に、64、 66は 突帯に

刻み目が施される。これらの突

帯文土器は比較的新 しい様相の

上器である。71は 胴部がやや張

り顎部が くびれる粗製深鉢であ

る。胴部、頸部には刺突文が施

される。頸部と胴部では施文具

が違うようである。谷尻式から

突帯文出現期の前池式にみられ

る文様である。61は 浅鉢のリボ
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障図
番号
図版
番号

土
点
出
地 器 種 文 様

調 整 沈線幅
(m/m)

備 考
外  面 内 面

1 鉢 沈線、縄文 ミガキ ミガキ 2 波頭部

14 E-3 沈線、縄文 ナデ ナデ 緑帝文

F-2 沈線、刻日、縄文 ミガキ ミガキ 2～ 3

ク E-4 // 縄文
い
キガ

粗
ミ

＋
キ
デ
ガ
ナ
ミ 胴部下部を施文

E-3 稚な縄文、深い沈線 ナデ ナデ 2

H-8 沈線 ナデ ケズリ 2

7 ク E-2 浅 鉢 沈線、縄文 ミガキ ナデ 2

C-4 沈線、擬縄文、刺突 ミガキ ミガキ 1～ 3

ク F-4 沈線 ナ デ ナデ 2^ヤ2.5

10 ク B-4 内面―結節縄文
外面―沈線、縄文

ミガキ ミガキ 2

E-3 沈線、結節縄文
オL  Vゝ
ミガキ

准L  Vゝ
ミガキ

2～ 3 外面施文

F-2 浅 鉢 結節縄文 ミガキ 外面施文

B-5 沈線、結節縄文 ナデ ナデ 2 外面施文

14 14 F-1 鉢 結節縄文 ナ デ
い
キガ

【
ミ 外面施文

B-4 結節縄文 ナデ ミガキ 外面施文

C-2 結節縄文、羽状縄文 ミガキ ミガキ 外面施文

ク E-2 結節縄文 ナデ ナ デ 外面施文、胴上部

C-6 結節縄文 ナデ ミガキ 外面施文、胴上部

C-5 結節縄文 ナデ ナ デ 2-3.5 外面施文

20 E-3 結節縄文 ナデ ナデ 内面 。外面施文

C-3 結節縄文 ミガキ ミガキ 内面施文

I-4 注目土器 結節縄文 ミガキ ミガキ 内面施文、スス付着

23 ク D-4 浅 鉢 結節縄文 条痕 ミガキ 内面施文

24 I-3 浅 鉢 結節縄文 ミガキ ミガキ 内面施文、スス付着

う
な E-3 浅 鉢 結節縄文 条痕 ミガキ 内面施文

26 14 I-1 浅 鉢 結節縄文 ミガキ ミガキ 内面施文

27 浅 鉢 結節縄文 ハケロ ミガキ 内面施文

28 結節縄文 ミガキ ミガキ 内外面板状の磨研

14 結節縄文 粗いナデ ハケロ 内面施文

30 浅 鉢 結節縄文 条痕 ミガキ 内面施文

D-6 浅 鉢 結節縄文 条痕 ナデ 内面施文

32 E-4 注目土器 沈線、擬縄文 ミガキ ナデ 2

第9表 第Ⅱ調査区出土縄文土器観察表
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図
号
挿
番
版
号
図
呑

土
点
出
地 器 種 文 様

調 整 沈線幅
(m/m)

備 考
外 面 内 面

一

３

２

３ I-1 鉢 沈線、縄文 ミガキ ミガキ 1～2

34 14 D-3 鉢 沈線、縄文 ナ デ ナ デ 2 外面スス付着

F-3 浅 鉢 沈線、擬縄文 ミガキ ミガキ 2～ 1 外面スス付着

36
D-2
E-4 深 鉢 沈線、擬縄文 ミガキ ミガキ 2

日緑帝を擬縄文帯
と区画する

ク C-7 浅 鉢 押引状沈線、縄文 ミガキ ミガキ 1

D-4 深 鉢 沈線、擬縄文 ミガキ ミガキ 1

I-3 浅 鉢 S字状文様、擬縄文 ミガキ ミガキ

40 AI-6 注目土器 沈線、刻日、擬縄文 ミガキ ミガキ 1～ 2

41 D-2 浅 鉢 沈線、擬縄文 ミガキ ミガキ 2

42 14 浅 鉢 沈線への字状押引文、擬縄文 ミガキ ナデ 2

43 浅 鉢 沈線、擬縄文 ミガキ ミガキ l

44 E-4 浅 鉢 沈線、擬縄文 ミガキ ミガキ 1～2

45 F-3 注目土器 沈線、擬縄文 擬縄文 ナデ 1～2 沈線、末端刺突

一

６

偲

４
G-2 浅 鉢 沈線、押引状

の刻目

=粒
目粂痛

ミガキ
の条痕

ミガキ 外面スス焦げ日付着

47 E-4 浅 鉢 刻日、刺突 ミガキ ミガキ

48 ク F-2 日唇部、沈線間に縄文 抑鶉
ミガキ 1.5-2

49 E-4 浅 鉢 V字状沈線沈線間に糸亀文
やや粗い
ミガキ ガ粉

1～2

50 I-3 浅 鉢 V宇状沈線擬縄文、条痕
条 痕

展
デ
条
ナ

ク F-3 深 鉢 沈線、連弧文、擬縄文 ミガキ ミガキ 1

52 A-5 沈線内に刺突文、連弧文
ヽ
キ榊ジ
粗い
ミガキ

1.5-2.5 外面スス付着

// C-6 擬縄文、連弧文、沈線 ナ デ ナ デ 1.5-2

54 ク F-4 沈線、連弧文、擬縄文 ナデ ナデ 1

E=4 浅 鉢 刺突文、沈線 ナデ ナデ

56 ク H-4 沈線、擬縄文 ナ デ ナデ 1～ 2 沈線、末端刺突

57 D-6 浅 鉢 沈線、刺突 ナデ ナデ 2・
▼2.5

58 // E-1 注目土器 沈線、S字状細沈線、擬縄文 ミガキ ナ デ 注目部スス付着

59 E-6 注目土器 ミガキ ナデ

60 14 A-7 把手部 把手外縁に刻目

61 浅 鉢 ナ デ
リ
デ
削
ナ

62 14 浅 鉢 擬縄文 ナデ ミガキ ! 突起波頭部

63 ク D-5 浅 鉢 突起波頭部

64 ク H-6 突帯文、刻目 ナデ ナデ

第9表 第Ⅱ調査区出土縄文土器観察表
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挿図
番号
図版
番号

土
点
出
地 器 種 文 様

調 整 沈線幅
(m/m)

備 考
外 面 内 面

14 E-3 突帯文 ナデ ナデ 4.5々-2.0 口縁頂部に刺突

66 F-6 突帯文、刻目 ナ デ ナ デ

67 E-2 深鉢 ? 沈線、縄文、刻目 ミガキ ミガキ 1
元住吉山式、日縁部
縄文帯を区画する

68 // I-2 浅 鉢 凹線文、圧痕 ナデ ナデ 内面スス付着

69 E-4 浅 鉢 縄文、刻日、重弧文 ナデ ナ デ 2～ 3 外面スス付着

70 G-2 鉢 擬縄文、沈線刻日、波状文 ミガキ
キ
ロ
ガ
キ
ミ
カ

1
波状 文 は2枚 貝便
用か

// F-6 深 鉢 押圧痕、刺突 板状
カキロ

ナデ
胴部の部に下方に
向けて刺突を施す

D-4 浅 鉢 ナデ ミガキ
口縁者Ьタト面にハケ
目状細線条痕

G-2 浅鉢 ? ヘラナデ ヘラナデ
外面全体にスス痕
厚 く付着

74 G-2 浅 鉢 やや粗い
ミガキ

ミガキ 外面スス付着

14 B-5 鉢 ナ デ ナ デ
外面全体にスス付
着

第9表 第Ⅱ調査区出土縄文土器観察表

第 I調査区 第I調査区

源
'類

翌毬
―
～4i 50～
54
65～
79
80～
94
95～
109

ヽ

４

125～
139

合計
50～
54
井
”
80～
94
95～
109
10～ 合計

平 底 1 6 1 1 1 4 9 2 ] 17

凹 底 3 7 4 2

上げ底 1 7 3 1

高 台 1 2 l 1 5

丸 底 2

合 計 3 2 1 17 4 1 1

第10表 縄文土器底部調査区別比較表
ン状突起である。突帯文出現期前後と思われる。

その他の土器 (第43図 57、 60、 72、 74)57は沈線内に刺突文が加えられるもので、

波状口縁と思われる。口縁部は内湾するが、彦崎KⅡ 式の範疇であろうか。601ま環状↓巴手

である。文様がほとんど施されないので時期不明だが、顕部が短いので彦崎KI式ころ

であろうか。72、 74は精製無文の土器である。晩期ではないと思われるが、確証はない。

2)粗製土器底部
本調査区から出土した粗製土器底部は概ね底径が5.Ocmか ら8.Ocm、 器厚は6.Ommか

ら8.Ommで、第1調査区のものに比べ小型化している (第8表)。 底部外面の形状は平底

が最も多く、ついで上げ底、凹底の順となっている。凹底は底部外面が丁寧にナデら

れるものが多い。1は本調査区出土の底部中最も大型で器厚1.5cmを 測る。胴部下方に

クサビ形、あるいは長方形の刺突がみられる。

器種については鉢形土器、浅鉢に分類される。浅鉢は皿形の器形が多い。図化、写

真撮影は一部にとどめ、第10表に出土数のみを記した。
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2石 器
1)石 鏃 (第45、 46図 )
前述したとおり石鏃の出土数は187点 を数え、第16表 に示すように主にC-6グ リッド

周辺及びF-3グ リッドを中心とする広い範囲から出上した。形状、重量について概観す

ると全体では長さ1.2cm～ 1.6cm、 重量は0。 28～ 0。48の ものが最も多く、次いで長さ

1.6cm～ 2.Ocm、 重量0.48～ 0・ 6gの石鏃が多い。多数を占めるグループのうち凹基無茎短

身鏃と狭基無茎短身鏃との比率は1:1.6で快の深い短身鏃の割合が多いようである。

また最小重量は図93の 0.Hgで他に0。 12gが (第45図6、 45)2個確認された。石材は大多

数が結晶片岩で黒曜石は8点 とわずかであった。まれにチャート、粘板岩が含まれる。

分類は石鏃の器形を基に次のように行った。

A類) 凹基無茎鏃
A類中①短身鏃 (第45図 1～44) 狭が比較的浅く脚間の長さに比べ身長があまり長

くないもので1～ 17は横断面に示すようにひし形で薄く丁寧に仕上げられる。18～43は

粗製が多く45は剥片を利用したと思われる。

A類‐②長身鏃 (第46図96～ 108)A類の長身型である。96～ 101は薄めに仕上げら
れる。102～ 108は厚手かやや雑な仕上げである。

B類)快 基無茎鏃
B類‐①短身鏃 (第45図45～ 95、 第46図187)狭が深く入る短身鏃で45～ 58がA類同
様丁寧な仕上げ59～95は 断面が平坦でやや粗雑である。

B類―②長身鏃 (第46図 109～ 145、 185、 186)B類の長身鏃で109～ H7、 H9、 127
は断面形がひし形を呈し、概ね良好な仕上げであるがそのほかは粗雑品が多い。72、

87は狭の形状から鍬型鏃とも呼ばれる石鏃である。

C型) 平基無茎鏃 (第46図 146～ 160、 184)快をもたない三角形の石鏃をこのグル
ープに入れた、断面形は平行四辺形状を呈するものが多い。

D類)有 段凹基無茎鏃 (第46図 161～ 164)
脚上部に段を有するロケット型の凹基無茎鏃で中部、関東地方では飛行機鏃の名称

がある。出土数は少ないが成形は整っているものが多い。

E類)尖 基鏃 (第46図 165～ 170)
柳葉鏃とも呼ばれる石鏃でこれも出土数はわずかである。最大長は第46図 166で

3.2cmを 測る。

F類) 五角鏃 (第46図 171～ 174)
本調査区では4点確認された、174は剥片を利用したと思われる。その他、180は円礫

を薄く割つて脚を作ったと思えるが石鏃という確証はない。

このように本調査区からは未製品から完成品まで多量に出土した、欠損した石鏃に

脚が折損したものが多いことは先端部から作り、最終工程で脚を整えることを示して

いるかもしれない。なお第16表 に本調査区出上の石鏃、石斧数及び細石屑岩質表を示

した。細石屑は精査あるいは排土をふるいにかけて採取した剥片を結晶片岩と玄武岩
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に分けて数えた数量でlm/mが剥片4イ固に当たる。このように多量の剥片を伴って石鏃

が出上したことは本調査区が石鏃の製作工房である可能性が高いことを示しており、

黒曜石の石鏃数についても剥片数とほぼ比例していると思われる。なお、石鏃の石材

は安山岩とも思えたが三浦清氏に肉眠鑑定を依頼したところ、ホルンクェルス化した

結晶片岩であるとの報告を得たので付記する。

2)石 斧 (第47、 48図 )
第16表 に示したとおり、本調査区では石鏃とともに打製石斧も多数出土した。石材

は玄武岩であり、この石屑 も多量に検出された。ところで玄武岩は当地にはみられず

近辺では横田町で産出する。石核と思われる玄武岩の岩塊が礫状で出土しているため

斐伊川で流出による石材の利用が考えられる。

出土した石斧は石鏃出土とほぼ同一レベルにあったため、製作時期はほぼ同じとみ

られる。また出上位置についてはB_5グ リッドとその周辺、E-4グ リッドとその周辺、

F-2グ リッドとその周辺に大別でき、石鏃出上位置とはやや異なるようである。分類は

石斧の形状から短冊形、撥形、石箆形に分け一覧表に記した。

また土娠外から出上した石斧のうちH点は図化、写真を省略し一覧表の記載のみと

した。

3)石 錘 (第49図 )
本調査区から出上した石錘は51点で内訳は打欠き石錘が35点、切目石錘が14点、他

に土錘が1点あった。C-7グ リッドから出土した石錘のうち7個の切目石錘は切目の方向

に連続性がみられ、一見つながっているような状態で出土した。図化、写真は打欠き

の一部と切目石錘、土錘にとどめ、その他は省略した。

3 その他の遺物 (第50図 )
図1～4は石錐である。11よ 黒曜石で2は頁岩、3、 4は結晶片岩と思われる。5は買岩の

削器である。6は長さ3.lcm、 幅9m/mを測 り、上下片方に2条 と3条の線刻を入れる小礫で

使途は不明である。7は耳環で石材は滑石である。8は X字状に研磨された異形石器であ

る。頓原町神原Ⅱ遺跡でも近似する石器が出土している。9は石鏃を製作 したと思われ

る結晶片岩の石核である。図の上方から立て剥ぎをした残 りと思われる。10は 玄武岩で

石斧の石核と考えられる。11は 削器、12は流紋岩の石箆状石器で片面は研磨されている。

13は細粒凝灰岩で石核と思われる。おそらく石鏃の石材と考えられる。14、 15は 排土中

から検出された弥生土器で拡張口縁をもつ壷である。口縁の形態からV-1様式にあたり、

弥生時代中期後半の上器と思われる。16は磨石であるが中央部に凹があり敲打用の作業

台にされた敲石と思われる。18は球形の台石で3か所に研磨された平面があり、1か所敲

打されたと思われる痕がある。19～ 22は 台石と思われる。23は玄武岩の台石である。欠

けている一部は石斧の作製にも利用されたのであろうか。24は花筒閃緑岩で35.5kgを測

る。第3節 遺 物

第Ⅱ調査区から出土した遺構に伴わない遺物については縄文土器片、石鏃、石斧、石錘

等である。

-55-



会会会合仝0会会会会会舎
7      8     9     10     11     121      2     3     4     5      6

19     20     21     22     23     2413     14     15     16     17     18

32     33     34     35     36

37     38     39     40      41    42     43      44     45    46

るハ会会を   →
49     50     51      52

舎聡姿仝谷墾途
―

54     55     56     57     58     59     60

《肌然管引⇔　４７

猟△］‐◆　４８

⌒

◆　５３

62     63     64     65     66     67      68     69     70     71      72

合 会 会 の 企 ぜ

74     75     76     77     78     79      80     81      82     83     84

Ａ侃然いす◆７３

85     86      87      88     89    90    91

第45図 第Ⅱ調査区出土石鏃実測図(¬ )

61

-56-



苺
言
終
穐

119    120    121    122    123    124    125    126

言 協 稔 梶 覇

第46図 第Ⅱ調査区出土石鏃実測図(2)

-57-

言 布 爾 甫 甫 甫 常 席

▲ハ
存

龍
奪
稲

Ａ茶
稲
廠
管
‐‐７

４

一姿
灯
慕
篇

染
爾

▲脚捌熱∵
◆‐３０

試〔穀内ｒ⇔‐２９

ハハ納＝籐舛「今‐２８

ハ
盗
侭
ザ
◇
‐２７

ハ
鐵
磯
ザ
⇔
‐４２

ぬ触魁卿「多‐４‐

組
曲
熱
甲
◇
‐４０



出

‐十

日

Ｖ
頻

６

口

υ
一
　

　

　

３

‐蜘嘲醐嘲‐

Ｒ
ｐ

′

1 11 し
′

29           30

0      5     10     刊5cm
|

・矢印は使用痕の認められる範囲

〔
Ｈ

Ｈ

リ

一

Д
ＩＩ
出
日
Ч

一

Ｒ
川
―Ｉ
Ｈ
Ｖ

一　

　

　

　

７

微
刃
何
琺
即

ｎ
似
ｐ
日
υ

八
十‐
日
ソ

ハ
ーー
日
∇

Ｍ
日

Ｖ

Ａ
凪

リ

３２‐（繍瑯吼脚蜘ω〕‐

‘

１

０

ｎ

川

Ｈ

リ

一

|

第4フ図 第Ⅱ調査区出土石斧実測図 (1)

1  15

-58-



霧
‐３７

ー

ｎ
品
―ｌ
ｖ

一
　

　

ヽ
　

３５

ｎ
ｔｌ
川
ｖ

ｉ酔

４２

百

げ乾
ｉ

．

邑

∩
日
ｕ
３
０
　
彿
七
〇

∩
日
田
ｗ
６

　

（
∪
‐‐
ｏ

Д
日
――
――
日
）

一

③③① ⑥
)2を21

19    20

〇000
第Ⅱ調査区出土石錘実測図第49図

≦璽重墓蔓雛―胃 姶 -9
1   48

|

47

‐毬
‐３４
感
４０

働
り
‐ｏ
Ｏ
‐ｏ一
∩
υ
‐７
０

∩
∪
５
（

∩
Ｖ
４ω

Ｏ
‐３０

第48図 第Ⅱ調査区出土石斧実測図 (2)

|

44             45

0      5     10     15cm

〇

H        I        PCm

∩
》
８
Ｑ

⑬

７

０

∩
υ
　
①

-59-



∨
◇
爾
磐

０

嫁¢

◇

　

微

0   10   20Cm

10

0      50      刊00cm

18.19.20,21,22.23.24

第50図 第Ⅱ調査区出土石器・土器実測図

-60-

1.2.3.4.5.6.7.8.9

0             10            20cm

ll.12.13.14.15.16.17

総
躙
幽
Ｙ
Ｉ
◆
4 15 16

- ○

0                5cm

ρ

|

⊂
~⊃
23



挿図
番号
形  状 材   質 長島毯堤早け

量

＞ｇ
重
く

出土地区 取上No 備 考

45-―

1

茎
ケ
無
身
基
短
凹
ぐ 結晶片岩 1.3)(1,2 0.45 C―-6  No.144

2 ク 1.6× 1.3 0.42 C-3    No.6

3 // 1,6× 1.1 0,41 D  4      No.4

4 1.3〉(1.5 0.32 E―-3 丁寧な整形

5 1,1× 1.2 0。21 B-5 No.8

6 // 1.0× 1,1 0。 12 B 4   No.15

7 ク 1.3× 1.5 0.30 C 4   No.9

1.2)(1.0 0.24 F―-2

ク 1.4× (1.5) 0,36 E―-2   No.54 脚部欠損

10 ク 1.4× (1.5) 0.28 I-2    No.107

チャー ト 1.2× (1.6) 0.38 E-l    No.9

12 // 結晶片岩 (1.5)× (2.5) 1,05 H-l  No。 1 頭部、脚部欠損

1.5× (1,4) 0.58 レ 8 脚部欠損

14 // ク 1,9× (1.6) 0.55 C-6 No.6

ク 1.8× 1,6 0.50 F―-3   No.22

16 // 1.4)(1.8 0.65 B―-7  No.100

17 ク // 1.5Xl.5 0.49 C―-6   No.11 脚部欠損

1.4)(1,2 0.32 E 6    No.2

19 // 1.4× 1.4 0,33 E 4

20 ク (1.8)× ■4 0。71 併 5 頭部欠損

21 1.5× (1.3) 0.32 併 5   No.1 脚部欠損

22 チャー ト (1.4)× 1.5 0.50 C 4  No.13 頭部欠損

23 ク 結晶片岩 1.6× 1.5 0.44 D  5   No.126

24 1.5〉く1.5 0.70 F-2

25 ク ク 1,3× (1.3) 0.25 D 5  No.124 脚部欠損

26 1.3)く 1.2 0.35 C―-7  No.103

27 ク 1.62× (1.3) 0.30 F―-3 脚部欠損

28 ク 1.7)(1.5 0.56 Gトー6   No l14 丁寧な仕上げ

29 1.8× 1.5 0.45 B-6   No.6

30 // ク 1,6× (1,3) 0.22 1  4      No.4 脚部欠損

ク ク 1.2× 1.1 0,17 E-5

32 1.1× (1.0) 0.24 B―-7  No.112 脚部欠損

第11表 第Ⅱ調査区石鏃一覧表 (()内は推計値)
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挿図
番号
形  状 材  質 斜幅

推
×
は

さ

く

長 重 量
(g)

出土地区 取上No 備 考

一
３

凹基無茎
(短身)

結晶片石 1.5× 1.3 0.29 呻    No.103

34 1.5× 1.2 0.21 C 6  No。 12

ク 1.7× 1.3 0,40 A-5   No.112 粗製

36 1.6× 1.2 0.45 B当 No.4

1.4× 0。9 0.20 B 6  No.141

1.8× 1.5 0.53 D 6  No.112

39 ク 1.5× 1.1 0.25 H 4   No.1

40 2.1× 1.7 1,00 E 4 仕上げやや雑

41 1.2× (1,4) 0。 15 F一-2

42 ク 1.2× 1.1 0.19 H-3  No。 104 粗製

43 1,7〉(1.7 0。75 C-5  No.125 粗割製

44 1.8× 2.1 0.85 C―-5  No.145 剥片利用粗製

45 決丞無垂
(短身)

結晶片石 1.0× 1.0 0。 12 B―-7   No。 113

46 // 1.1× (1,2) 0。 18 C 4  No。 123 脚部欠損

47 1.5× 1.3 0.24 B 6   No.5 仕上げやや雑

48 1.0)(1.3 0.17 C 6  No.121 頭部欠損、大きく決が入る

49 1.3× 1.3 0.25 I―-4    No.116 脚部欠損

50 // 1,3Xl.1 0.15 D―-3   No.132

1.3× 1,0 0,22 F 4 No.5

52 (1.5)× 1.0 0.16 C-6   No.9 頭部、脚部欠損

// 1,4)(1.3 0.26 B―-5

1.3Xl.3 0.30 C-5 頭部、脚部欠損

1.4× (1.2) 0.28 (}―-3      No.6 脚部欠損

56 (1.6)× (1.3) 0.30 H―-5     No.12 //

1.6× 1.3 0.31 E 6     No,2

1.3Xl.2 0,30 B―-5  No.150

59 1.4× 1.2 0.37 E―-2   No.51 頭部、脚部欠損

60 1.6× (1.1) 0.27 B-7  No.103 脚部欠損

61 1.6× 生4 0.37 C 4   No.14

62 1.6× (1.2) 0.26 G 4 No.6 脚部欠損

63 ク 1.3× (1,7) 0,27 (}―-3      No,5

64 2.4× (1.5) 0.47 F-5 ク
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障図
番号
形  状 材   質 長

F)習晃雫)
重 量
(8)

出土地区 取上No 備 考

一

５

５

６

決丞無垂
(短身)

結晶片岩 1,7× (1.4) 0.36 併 l     No.10 脚部欠損

66 // ク 1.9× (1.8) 0.44 H―-l   No。 103 ク

67 ク ク 1.8× (1.4) 0.52 H-l   No.1

68 1.8× (1.7) 0.41 E-2

69 ク 1.7× (1.5) 0.38 D 4 No.5 ク

70 ク 1.9× (1.5) 0,40 E 4    No.12 ク

71 1,7× 生4 0.24 申       No.3

72 タ ク 1.9× 1.3 0.56 D 6

ク // 1.5× (1.4) 0.28 D  4   No.126 脚部欠損

74 1.4× 1.3 0.20 C―-5  No.145 丁寧な仕上げ

75 ク 1.4× 1.0 0.22 B-7  No.110

76 ク // 1,3× 1,1 0。 18 B―イ  No.10 脚部欠損

77 1,1× 1.3 0,17 G-5  No。 11

ク ク 1.3Xl.0 0.22 D―-5   No.127

79 ク ク 1.4× (1.2) 0.20 (}―-l     No.15 脚都欠損

80 ク (1.3)× (1.3) 0.23 B-4  No.118 頭部、脚部欠損

//
(1.6)× 1.3 0.53 G 5 頭都欠損

82 // // 1.4× 1.1 0.27 B―-7   No.104

1.7× (1.6) 0.42 D 4 No.4 脚部欠損

84 ク 1.2× 0。9 0,15 D-7

(1.5)× (1.2) 0,29 C 6   No。10 頭脚欠損

86 // 1.5× (■4) 0.22 脚部欠損

(1.8)× 1.8 0.60 H―-l    No.2 頭部欠損

1.9× 1.4 0.66 呻

89 // // 1.6Xl.1 0.29 F―-3   No.21 粗製

90 1.6× (1.2) 0,31 ローー3   No.42 脚部欠損

91 2.0× (1.6) 0.46 ロ ク

う
々
∩
ン 黒曜石 1.4× 1.2 0.31 A一-6   No。 129 丁寧な仕上げ

93 0,8× (1.0) 0.11 B―-7  No。 109 脚部欠損

94 // 白色チャート 1.7)(1.4 0.38 E-l    No。12

95 ク チャー ト 14× 1.1 0.39 H 4    No,3

一

６

６

９

凹基無垂
(長身) 結晶片石 1.6× 1.0 0,36 B-7  No.102 脚部欠損

-63-



番号
形  状 材 質

長β)習晃斜)
重 量
(8)

出土地区 取上No 備 考

一

７

６

９

墓
う
無
身
基
長
凹
‘ 結晶片岩 1.8)(1.2 0.38 E-6    No.3

〔
フ 1.8Xl.2 0.51 (}―-3      No.7

99 ク 2.1× h3 0.52 F 4    No.8 脚部欠損

100 ク //
(2.0)× (1.4) 0.67 C 6  No.116 ク

101 2.1× ■4 0.67 B―-5

102 ク 2.5)(1.5 ■01 O―-7   No.100 丁寧な仕上げ

103 // ク 2.2)(1.5 A―-5      No.2 頭部、脚部欠損

104 1,6× 1.2 0.39 D  7   No.100 脚部欠損

105 ク 1.6× 1.1 0,46 O―-6  No.108 粗製

106 ク ク (1.9)× 1.2 0.28 C-6   No.7 頭部欠損

107 (1.8)× 1.3 0.52 F―-2

108 ク ク 1.8× (1.2) 0.47 F―-5 粗製頭部欠損

109 扶基無茎
(長身)

ク 1,9× 1.5 0.55 Bヨ    No。 17 丁寧な仕上げ

110 2.1× 1.5 0,69 O―-4   No.100

ク ク 2.5× (1.8) 1.12 B-3 脚部欠損

112 2.2)(1.5 0.65 F 4 No.5 丁寧な仕上げ

2.0)(1.5 0.30 F―-3

114 ク ク (2.3)× 1.6 094 D  4   No.127 頭部欠損

2.8× (1.9) 1.65 F-2 脚部欠損

116 ク 2.5× (1.5) 0.82 E―-5    No.5 丁寧な仕上げ、脚部欠損

117 ク ク 2.5× (1.7) 0。78 F―-2    No.42 脚部欠損

ク 1,9× (1.3) 0.32 E―-2     No.2

119 ク // 1.9× (1.4) 0.54 1 4

120 ク 2.1× (1.5) 0.67 H-1 ク

121 ク 2.0× (1.3) 0,45 B-5   No.8

122 ク // 2.1× (1.6) 0.63 G 5 No.4

123 (1.9)× 1.2 0.46 併 3    No.10 頭部欠損

124 ク // 14× 0.8 0.27 C―-6  No.122

125 ク 1.5× 1.0 0.31 E―-5    No.7

126 1,7)(0,9 0.36 T-7・ 8間

127 ク ″ 1.5× (1.0) 0。 19 レ 6   No.150 脚部欠損

128 2.0× (1.2) 0,35 F―-4    No.10 //
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図
号
挿
番 形  状 材   質 長

F)習児雫)
量
，
重
＜

出土地区 取上No 備 考

け
‐２９
決丞無垂
(長身)

結晶片岩 1.5× (1.1) 0.25 H一-3    No,3 頭部、脚部久損

130 ク (2.3)× (1.7) 0,76 H―-1 ク

ク 2.3X(1.5) 0.49 H-3 脚部欠損

132 1,7× 1.2 0。49 B―
二7   No。 108 粗製

ク チャー ト 1.7× 1.2 0.37 D 7  No.103

134 結晶片岩 1.7× 1.0 0.46 D  5    No,12

(2.3)× (1.3) 0.48 D 6 頭部、脚部欠損

136 ク ク 2.8× (1.1) 0.29 E-5 脚部欠損

137 ク ク 2.2× 1,6 0,95 F―-l    No.22 粗製脚部欠損

ク 2.6× (1.7) 1.09 D l  No。 11 脚部欠損、未完成品

139 ク 黒曜石 2.0× 1.3 0.49 F―-3    No.127 丁寧な仕上げ

140 ク 2.1× ■2 0.42 F―-2     No.47

141 // 1.9X■ 4 0.60 A-2      No.3

142 ク ク 1.8× (1.2) 0.41 E 4 脚部欠損

143 (2.2)× (1.7) 0,69 D  2    No.33 頭部、脚部欠損

144 1,9× 1.2 0.65 D―-6   No.113

145 // ク 1.4)(1.0 0.32 針 3   No.100

146 平基無茎 結晶片石 1.6× 1.1 0,45 I-5 No.1 丁寧な仕上げ

147 (1.7)× 1.3 0.53 (}―-5 丁寧な仕上げ、頭部欠損

148 ク 1.8× 1.2 0.58 噺    No.115

149 ク 1.3Xl.0 0.21 H 6

150 ク 1,6× 1.3 0。79 F-5 No.6

ク 1.5× 1.4 0.67 F 6  No。 108

152 1.5Xl,4 0.54 F-2 粗略製

ク 1.6)(1.3 0.72 併 5

154 // 1.7× 1.5 0.68 (}―-5      No.3

155 1.9× 1.5 0.81 噺 No.1

156 ク 2.4× 1.6 1.22 F-5

1.9× 1.3 0,78 Cヽ No.8 粗製

1.8Xl.6 1,02 E 4

159 (2.4)× (1.9) 1.21 D 5  No.143 基部欠損

160 2.2× 1.8 2.03 E-2 粗製
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障図
番号
形  状 材  質 長

F)程晃尊4)
量

＞ｇ
重
く

出土地区 取上No 備 考

辟
‐６‐
有段凹基無茎 結晶片岩 2.4Xl.6 0.57 H-2      No.3

162 ク 2.1× 1,3 0.56 H―-3

163 // // 1.7× (1.2) 0.21 E-3 脚部欠損

164 // 黒曜石 1.8× (1.1) 0.27 併 3    No.10 //

165 尖基 結晶片岩 3.1× 1,0 0,91 レ 3    No.20

166 // ク 3.2× 0.8 1,02 F 4 No.4

167 //
(2.6)× 1.2 1.20 F 4 No.9

168 チャー ト 2.5× 0.9 0.92 F一-l   No.25

169 突基 片麻岩 3.1× ■0 1.96 F―-3

170 ク 結晶片岩 2.1× ■0 0.96 併 3

171 2.2× 1.1
つ
々
資
υ E-3 茎欠損

172 五角形 // 1,8× 1.2 0,72 E―-7  No.100

173 ク // 1.9× ■7 0.56 E-5

174 ク 2.1× 1.5 0.55 E―-2  No.100 粗製

175 その他 粘板岩 2.5× 2.1 B 4   No.16 ハ ー 卜型

176 結晶片岩 1.5× 1,7 0,43 (}―-5      No.2 鍬型鏃

177 //
(1.9)× 1.5 0.82 1  4    No.116 頭部欠損

178 ク 1.3)く 0.8 0.23 H 6 No.2 粗製

179 2,8× 1.6 1.37 H―-1 ク

180 // 流紋岩 1,7× 生4 0.38 H―-3 円礫剥片利用か

ク 結晶片岩 1.7× (1.5) 0.82 G 4 脚部欠損、未完成品

182 ク 2.3× 1,6 0.90 A 6  No.112 未完成品

ク 3.2Xl,9 2.14 E-2 粗製

184 平基無茎 1,7× 1.6 0,77 併 5

狭基無茎
(長身) (2,7)× (1.7) 0.85 (3-― -1 横半欠損

186
凹基無茎
r毎身Ⅲ

ク 2.3× (1.6) 0.44 F-2 脚部欠損

187
垂
―
無
身
丞
算
狭
‘ (2.4)× (2.2) 0.54 F-2 横半欠損
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図

号

挿

香 図版番号 出土地区 形 状
長さ
(Cm)

幅
(Cm)

重 量
(3)

材 質 備 考

1 A-5 短冊形 6.0 4.5 45 玄武岩 両端部欠損、片刀磨研

A‐5 // 6.5 4.0 40 ク 刃先

B-6 5.0 4.0 刃部、長方形型

// B‐5 liO 5.0 130 ク 上部欠損

D-5 10.0 110 片刃磨研

6 D‐5 5.0

7 // E-5 10.0 75 ″ 片刃磨研、長方形型

E‐5 10.5 4.5 120

9 F-3 ク 4.0 105 // 片刃磨研

10 // F‐2 4.5

G-2 6.0 4.0 50 片刃磨研、刃部

ク 11.5 4.0 80

// 6.0 4.5 片刃磨研、刃部

14 Ai-6 撥形 8.0 6.0 片刃磨研、(分銅型)

ク A‐7 ク 10.5 4.0 100 ク

B‐8 10,0 4.0 60

17 B-4 4.5 55 ク

// C-4 // 1■0 145 ク 片刃磨研

19 // C‐3 // 10.5 4.5 125 ク

20 D-5 ク 10.5 6.0 ″

21 D‐ 2 // 4.4 70

22 E-5 // 10.5 5.0 100 //

// E-5 ク 10.0 125 片刃磨研、刃部欠損

24 E‐7 ク 8.0 4.0 // 片刃磨研、刃部欠損

F-2 ク 9,0 7.0 195 流紋岩

26 F‐2 10.0 5.0 110 玄武岩 刃部欠損

27 ク AI-6 石箆形 7.0 5.0 80 片刃磨研先端U字状

28 B-4 9.0 4.5 70 ク 刃部欠損

29 C-7 1■0 5,0 105 片刃磨研

30 ク E-4 7.0 4.5 50 ク 片刃磨研、刃部

E‐4 11.5 5.0 105

ク F-1 40 刃部欠損

第12表 第Ⅱ調査区出土石斧一覧表
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図
号
挿
番 図版番号 出土地区 形  状 長さ

(Cm)
幅
(Cm)

重 量
(g)

材 質 備 考

17 G‐3 石箆形 7.5 3.5 40 玄武岩 片刃磨研

34 G-4 // 9.0 5,0 80 ″ 片刃磨研、刃部

// H-2 // 10.0 4.0 60 片刃磨研、刃部、U字状

36 9.0 4.5 75 ク

37 A-6 7.0 90 刃先

// B-6 8.0 5,0 70 片刃磨研、上部欠損

39 C-5 7.5 4.5 70 片磨岩 片刃磨研

40 D‐2 6.5 4.5 70 玄武岩 両端部欠損

41 D-5 4.5 4.0 40 // 刃部

42 // E‐ 3 30 // 刃部

43 E-4 石箆形 9.5 4.5 80 //

44 E‐4 4.5 4.0 30 ク 刃部

45 E-5 8.0 4.5 70 片刃磨研、刃部欠損

46 G‐2 12.5 7.0 180 片刃磨研

47 B-6 短冊形 9.5 4.0 上部欠損

48 D-3 6.5 5.0 70 片刃磨研、刃部

49 ク E-2 短冊形 8.0 50 ク 片刃磨研、上部欠損

50 B‐7 7.0 5.0 ク 片刃磨研、刃部

A-7 短冊形 6.5 4.0 75 両端部欠損

B‐5 6.5 4.5 50 ク 上部欠損

C‐  4 撥形 9.0 4.5 65 刃の部分欠損

C-7 短冊形 7.5 45

E‐2 撥形 9.0 5,0 65 ク 片刃磨研、刃部欠損

E‐7 短冊形 6.0 4.5 30 刃部欠損

F-1 9.5 4.5 80 刃部欠損

F-2 稜形 7.5 5.0 80 両端部欠損

G-2 短冊形 6.5 4.5 60 刃部欠損

H‐ 3 綾形 9.0 6.0 70 刃部欠損

短冊形 7.0 5。O 90 両端部欠損

31‐4 19 C.D-6土壊 11.0 4.5 110 ク

D‐5土城 10.5 4.0 80

E-4土墳 撥形 6.0 60

第12表 第Ⅱ調査区出土石斧一覧表
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図

号

挿

香
図版
番 号
グリッド 取上No 縦(cm) 横(cm) 形 状 重量(g) 材  質 備 考

1 C-6 No2 10.2 5.9 長方形 254 玄武岩 打欠

C-7 No101 39 長方形 142
黒雲母
蔵簡岩 打欠

B-5 No152 6.9 長方形
つ
々
ｒ
υ
化   岡
閃緑岩
切り目

// B-7 No103 7B 4.9 その他 168 玄武岩 切 り目

C-3 No18 6.1 長方形 流紋岩 片方のみ切り日、楕円、未成品

6 B-7 No104 4.5 長方形 40 花筒岩 楕円、切 り目

7 ク C-7 No109 6.5 4.8 長方形 98 玄武岩 切 り目

C-7 No106 4.5 正方形 50 流紋岩 切 り日、片側面有溝

9 // C-7 No107 3.4 5.4 長方形 花商岩 切 り目

10 ク C-7 No108 4.4 正方形 34 花筒岩 打欠

11 C-7 Nol10 4.3 正方形 34 花 両
閃緑岩

切 り目

12 // C-7 Nolll 4.5 長方形 50 玄武岩 隅丸、切 り目

E-4 No17 7.9 7.2 正方形 273 玄武岩 打欠

14 ク F-3 No29 8.7 7.2 台 形 180 石 央
閃緑岩

打欠

ク F-3 Noll 4.3 正方形 80 黒雲母芹嵩岩 打欠

H-3 No7 6.2 長方形 60 玄武岩 楕円、切 り目

ク I-1 No101 7.0 正方形 145 玄武岩 打欠

// O-6 Nol10 3.9 4.9 正方形 60 花尚岩 切り目

19 C-7 Nol15 2.9 2.9 正方形 16 流紋岩 切 り目、有溝石錘

20 // C-7 No102 5,4 2.7 長方形 22 土 製 切り日、土錘

D-6 5.6 3.0 長方形 玄武岩

第13表 第Ⅱ調査区出土石錘一覧表

挿図
番号
図版番号 器 種 出土地区

長さ

(Cm)
幅
(Cm)

重 量
(g)

材 質 備 考

1 石錐 B-5 2.4 2.0 黒曜石

2 D―-1 3.70 頁岩

3 ク CW 3.0
つ
々 3.37 結晶片岩

4 // F 4 2.0 0。7 0.60 結晶片岩

5 ク 削器 2.4 う
と 5,00 玄武岩

6 線刻礫 H-2 2.7 09 凝灰岩 幅0.7mmの 線刻5条を表に施す

7 耳 環 B―-7 0.6 0.60 滑 石 1/2残存

8 ク 異形石器 Al-5 3.0
う
と 2.50 チャー ト X状石器

第14表 第Ⅱ調査区出土石器 。土器一覧表
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図
号
挿
番 図版番号 器 種 出土地区 酵

てｃｍ♭
幅

ｃｍ

量

＞ｇ
重
＜

材 質 備 考

50-
11

削器 8,7 4.6 68.0 玄武岩 石斧か

12 石箆状石器 5.9 2.7 27.0 流紋岩

″ 石核 G 2 116.0 細粒凝灰岩

台石 F―-3 16.2 16.4 6kg 花筒岩

19 F―-2 20,0 22,0 4,9kg
黒雲母
花筒岩

9 石核 3.0 2.4 結晶片岩

10 // A-5 14.8 9.0 1.130 玄武岩

16 磨石、凹石 9.0 513.0 砂岩

17 ク 磨石 F―-1 8.0 546.0
黒雲母
症簡岩

24 A咀 7 29.8 11,9 35,5kg 花尚閃緑岩

20 台石 D-4 12.0 8,lkg
母
岩
奎
否
岡

21 ク // F-3 25.8 19.0 7,5kg 花商岩

22 1 4 29.2 8,6kg 花筒閃緑岩

23 // AI-6 38.2 23.0 11,Okg 玄武岩

図
号

挿

香 図版番号 器 種 出土地区 酪
くｃｍ＞
残存高
(Cm)

形  態 調 整 備 考

14 甕 1 6 15.9 口縁内傾 ハケロ、ナデ

ク 霊 的 22.5 3.2 口縁内傾 ナデ、ケズリ

第¬4表 第Ⅱ調査区出土石器・土器一覧表

小結 。まとめ

以上記したように本調査区からは多量の石鏃、打製石斧が剥片、細石屑を伴って出土した。

遺物の章ではふれなかったが石器の製作にあたっては当然作業用の叩石なり台石が必要とな

ろう、叩石こそみられなかったが本調査区では第23図 の全体図にも示すように調査区全体か

ら台石と思われる石が多数出上した。これは本調査区が石鏃、石斧の製作地であった可能性

が高いことを裏づけるものといえる。時期としては出土した土器から縄文時代後期後葉と考

えられる。なお、石鏃の製作跡が確認された例としては飯石郡頓原町の門遺跡があげられる。

本調査区ではまた8基の土壌を検出することができた。土娠は1基を除いて他は全て円形で

あり、まとまりがみられる。このうちE-7土壊内ではかなりまとまった有文土器が共伴した。

土器は縄文時代後期後半から晩期初頭と思われ、他の土墳から出上した土器についても概ね

同時期と考えられる。

第Ⅱ調査区では遺物包含層から軽石も検出された。大きさは2.Ocm四 方から5.4cm× 4.Ocm

のものまで様々である。三瓶太平山降下火山灰の影響によるものであろうか。
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本調査区で一つの課題となるのが石鏃・石斧製作と土墳との関連である。土墳内出土土器

と周辺出上の土器 (石鏃などと共伴)は形式的に同じであり、石鏃や石斧も土族の上層から

出上している。このことから土壊群が作られた後あるいはあまり遠くない時期にこの場所が

石鏃、石斧の製作場所になったと考えることができる。あるいは土墳の中にはその上面が石

鏃、石斧の製作場所となっていたものがあるかもしれない。

以上平田遺跡第 I調査区及び第Ⅱ調査区について調査の概要を記してみた。なお、すでに

述べたように第 I調査区の上器の出土状況には注目されるものがあり、埋甕様のものと推定

される。また破砕された磨製石斧やベンガラが付着したすり石の出土などは呪術的、祭祀的

な儀式が行われたことを思いおこさせるものである。こうした遺構と関連のある遺物が同時

に出土した例は珍しい。また、出土した土器には北部九州で行われた鐘ケ崎式士器や福田貝

塚の出土土器と酷似する浅鉢 (第 13図55～ 57)も 出土している。前述したとおり奥出雲に縄

文遺跡が多いことを考えるとこれらの土器も山陽から中国山地を越えて搬入されたことが考

えられる。

同様に第Ⅱ調査区についても縄文時代の墓制の一端を知る貴重な資料が出土した。しかし

遺物の遺存状態が悪く、十分な究明ができなかった。今後の同類例の報告を待ちたい。

数量は重量を示す。  石錘形状 □=正方形 ○=長方形 ()=その他
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平田道跡出土人骨

鳥取大学医学部法医学教室

井 上 晃 孝
I.は じめに

木次町平田遺跡の各ピットから、微細骨片化した人骨が若干検出された。

Ⅱ.鑑定結果

各ピットから検出された人骨は、骨の遺残性はきわめて不良で、微細骨片化して骨名とそ

の部位を特定しえないものが、大半を占めた。表1にその概要を示す。

Ⅲ.考  察
1.被葬者数

各ピットの骨名を見ると (表1)、 各ピットとも頭骨が検出されており各ピットの構造か

らして、被葬者が1体ずつ埋葬された可能性が高い。

2.埋葬時の体位

各ピットの構造は、外径、深さともlm以内であり、伸展葬はありえず、屈葬の可能性が高い。

3.抱  石
各ピットとも、かなり大きな石が検出されていることから、抱石の可能性も思量される。

今後、同時代、同地方の事例を考慮して、検討課題としたい。

4.被葬者の性別、年齢、身長

各ピットから検出した人骨は、風化が著しく、微細骨片化して、骨の部位の特徴を有し

ていないので、性別、年齢 (成人、小児の別)、 身長は不詳である。

Ⅳ。ま と め

木次町平田遺跡の各ピットから、微細骨片化した人骨が、若千ずつ検出された。

1.C・ D6:頭 骨片
2.D-5:頭 骨片と長管骨片
3.D-6:頭 骨片と長管骨片
4.D-7:頭 骨片と長管骨片
5,E-4:頭 骨片と長管骨片
6.各 ピットは、被葬者1体ずつが埋葬され、本遺跡では被葬者5体が確認された。しかし、
他のピットからは、人骨が検出されていないことから、風化消失 (小児骨を含めて)した

可育ヒ性もある。

7.各ピットの構造からして、埋葬体位は屈葬の可能性が高い。
8.各ピットからの検出人骨は、微細骨片化しているので、性別、年齢と身長の推定は不詳
である。
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ピット名 採 取 位 置 骨片の大きさ(mm) 骨片数 骨 名 被葬
者数

C・ D-6 川砂の直上 微細骨片 3× 5 1 頭骨
1

底付近 4× 5 頭骨(?)

D-5 石の上方 2× 2～ 3× 5 不詳

1

ク  (砂 1) 1× 1～4× 5 30 不詳

ク  (砂 2) 1× 1～ 3× 6 長管骨

ク  (砂 3) ク 1× 1～ 3× 5 24 長管骨

ク  (中層) 1× 1～ 3× 3 4 頭骨(?)

石の横 小骨片 1× 2～ 14× 25 12 上腕骨(?)

石の上、下 微細骨片 1× 2 不詳

石の直下 ク 3× 3 1 不詳

D-6 上方 ク 2× 2～ 5× 7 12 長管骨

1

石の横 小骨片 1× 1～ 10× 10 7 頭骨(?)

石の下方 微細骨片 1× 1～ 2× 3 4 不詳

石の下層 ク 2× 2～ 5× 8 10 前腕骨(?)

底付近 2X3～ 7× 8 長管骨

E-7 下層 2× 4 つ
々 頭骨(?)

1

土 中 2× 2 6 頭骨(?)

E-4 石上層 小骨片 2× 3～3× 16 前腕骨(?)

1

ク (砂 1) 微細骨片 1× 2～4× 7 長管骨

ク (砂2) ク 1× 2～ 6× 8 32 長管骨

石付近 (砂) 1× 1～4× 6 21 長管骨

石の下層 (No。 1.2.3) 小骨片 1× 2～ 5× 15 5 上肢骨(?)

ク  (No.46) 微細骨片 2× 2 1 不詳

ク   (No.7) 小骨片 1× 2～7× 16 3 下肢骨(?)

ク   (No.8) ク 5× 12 1 下肢骨(?)

ク  (外周) 微細骨片 1× 2～ 3× 3 7 頭骨(?)

ク   (恨J垣き) 1× 1～3× 7 4 長管骨

ク (底付近) 小骨片 2× 20 1 移1骨

第1表 平田遺跡告ビット出土人骨一覧
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平田遺跡埋蔵文化財調査に伴う土擁分析結果報告書

1997年 2月 28日

島根大学生物資源科学部土壌圏生態光学研究室

若 月 利 之、Mdo Moro Bu五
1.目   的
1996年 10月 2日 、木次町教育委員会より以頼された以下の上壌資料で、(1)に関しては遺

体埋設の可能性の有無、(2)と (3)については当時の生活面の位置の推定、等について土

壌の理化学分析の結果を推定すること。

(1)Al―A29の埋設穴採取土壌

(2)Bl―B5の 70-150cm深度の上壌断面採取土壌

(3)Cl―C10の 80-130cm深 度の土壌断面採取土壌

同じくH月 19日 、同教育委員会より依頼された木次縄文遺跡出上の壼の中の以下の土壌資

料及び同土壌資料中に混入していた壺小片、木炭片、骨片、石灰等と推定される礫の理化学

分析等により行うことにより、壺の用途等を推定すること。

(4)G2No8-Con笠ol,1-8土壌

(5)同上土壌中混入の壷小片、木炭、小骨片

2.方   法
炭素 (C)と 窒素 (N)は住友化学NCアナライザーで測定した。その他無機元素は土壌を

0,1規程塩酸溶液 (土壌 :溶液=5g i 30ml)で 2時間抽出を3回反復後、100mlと して、抽出液

を島津製のICP2000(高周波プラズマ発光分析装置)で分析した。

3.結果と考察

上記の(1)― (3)|こ 対応する分析結果を表11こ 示 した。各元素の濃度は風乾土壌の重量ベー

スで示した。

(1)Al―A29の分析結果はA5-A9,A24-A26付 近に、他の土壌サンプルに比べ3-4倍 もの高濃

度のリンが抽出された。又、A4,All,A23,A26の ような異常に小さいC/N比土壌の存在

も認められた。その他の成分には一定の傾向を示す顕者な差異は認められなかった。

リンや窒素の異常富化は、それらのサンプル付近に遺体が埋設されていた可能性があ

ることを示すものと考えられる。

(2)Bの土壌断面ではBlと B2の 間で有機炭素やリンの増加等が認められ、B2がかつての

生活面であった可能性を示す。その他は連続的な変化であリー定の傾向は認められな

(3)Cの 土壌断面で見られる特徴としては有機炭素はClか らC10ま で連続的に減少 し、こ

の傾向は交換性カルシウム、マグネシウム、抽出態イオウ等も共通である。従って、

このデータからはCl―Cloの 間に埋没されたかつての生活面 (旧表層土壌)を見い出す
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ことは困難である。ただし、詳細に見ると、c4と C5の間及びC6と C7間 の変化は急激

であり、何らかの不連続面の存在を示唆する。

(4)平田遺跡第2調査区出上の壺の上壌及びそれに混入していた小片の分析結果は表21こ

示 した。

表2の上壌の分析結果で明瞭なことは壺の中の土壊は明らかに周辺の上壌に比べ交換

性カリウムとナトリウムの濃度が高いことである。抽出されるマンガン、亜鉛銅等が

No.8-8か らNo.8-1ま で連続的に減少している。又No8-2の 上壌間観察サンプルの窒素濃

度が他と比べ少し高くなっている。

これらを上壌に混入した小片 (壺のかけら、木炭片、骨片、その他と考えられる)

をo。 1規程の希塩酸で処理したときの観察結果は以下のとおりであつた。

1.重の小片、木炭片、骨片他各種 :骨片と思われる灰色小片は溶解した。

2.G2No8-1混入物 :灰色の小片は肉限的に変化なし

3.G2No8-2混 入物 :同上

4.G2No8-3混入物 :赤褐色と灰色の混入物は溶解した

5。G2No8-4混入物 :灰色の混入物は完全に溶解した

6.G2No8-5混 入物 :同上

7.G2No8-6混 入物 :肉眼的変化なし

表21こ示 したこれら小片溶解物の化学分析結果より、この壷には炭化した木片以外に

骨と思われる小片 (G2No8-4)、 主として石灰と思われる小片 (G2No8-5)等 も含まれ

ることカラドかる。

しかし、これらの小片の周辺土壌への影響はほとんど認められないことからすると、

これらの小片はわずかの量しか壺に入れられていなかったのではないかと思われる。

壼土壌中のカリウム相対的な富化はシイ、クルミ、 ドングリ等の保存の結果を示すの
かも知れない。
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表¬ 平田遺跡土嬢サンプル (1996年 10月20日受入れ)
HlRA.lA ANCLNT SAMPLE‐ LABORATORY ANALYTlCAL RESULTS― Sビユ｀

Sample water  TC   TN  C/N Ca Mg NaK S   Mn  Mo  Zれ    Cu P

Labcl (%) (%) ratio(%) (meq/100g) (ppm)

0.32  0.524

0.24 0.4944

0.32  0.582

0.22 0.5908

0.26  0.445

0.31  0.4061

0,44 05023

0,29 0.5288

0.28  0.5652

0.38 0.5831

0.24   0746

0.51  0.6954

0.53  0.9631

0.29   0.789

0.33 0.6685

0.37  0.6848

0,49  0.6457

0.29  0.5768

0.36  0.271

0.15  0,0243

0.32 0.2697

0.26 0.3059

0.36  0.2967

0.36   0.558

0.69 0.5648

0,31  0.6192

0.58 0.7692

0.38  0.6247

0.48  0,778

0.0194 27.01

0.0322  15.35

0.047  18,35

0。 185  18.12

0.038  3.19

0.033   11,7

0,0425  12.31

0,0588  11.82

0.0638  8.99

0,0326  8.86

0.1707  17.89

0.0299  4.37

0.0698 23.26

0,0783  13.80

0.0932  7.17

0.0556  12.32

0.0176 36.69

0.0333  17.32

0.0174 15.57

0,0027  9,00

0.0199  13.55

0.027  11.33

0,0516  5,75

0.0115 48.52

0.0223 25.33

0,102  6.07

0.0953  8.07

0,0331  18.87

0.0352 22.39

Hirata‐ Al

Hrata―A2

Hとata―A3

Hirtta― A4

Hirata― A5

Hirata‐ A6

Hirata― A7

Hirata― A8

Hirata― A9

Hirata‐A10

Hirata―All

Hirata―A12

Hirata‐A13

Hirata―A14

Hirata―A15

Hirata‐A16

Hとata‐A17

Hirata―A18

Hirata…A19

Hi〔破 ―A20

Hirata―A21

HiratttA22

Hirata―A23

Himta―A24

Hirata― A25

Hirata―A26

Hirata‐A27

Hirata―A28

Hirata―A29

2.53  0.48  0.04  0,06

2.31   0.43  0.03  0.08

2.51   0.45  0.04  0.05

2.91   0.51   0.03  0,05

1.94  0.35  0.02  0,04

1,49  0.31  0.02  0,04

1.63  0.32  0.02  0.05

1.70  0.33  0.02  0,05

1.91  0.34  0.02  0,05

2.02  0.36  0,02  0.07

2.07  0.34  0.02  0.07

1.87  0.33  0,03  0,04

2.75  0.51   0.03  0.07

1,73  0.31   0.03  0.06

1.60  0.29  0.03  0.07

1.75  0.32  0.03  0.04

1.89  0.35  0.03  0.06

1.59  0.27  0.02  0.06

1.51   0,31   0,03  0.11

1.63  0.36  0,03  0.06

1,74  0.40  0.03  0.06

1.66  0,36  0,03  0.07

2.22  0.51   0,04  0.07

2.17  0.36  0.03  0.05

1.95  0.34  0,02  0.05

1.80  0.27  0.02  0.06

1.79  0。 27  0.02  0,06

1.40  0,21   0.02  0.04

1.89  0.36  0.03  0.06

6.6    4.2

6.4    3.6

7.2   56

6.6    5,6

7.2    5。 4

9.4   6.8

9.0    6.2

8.2    5.8

9.6    7.0

7.6   4.6

7.4    4.4

6.0   5.6

7.0    7.4

6.2    3.8

6.0    3.6

6.4    4.2

5.6    3.2

6.4    4.2

5,6   7.0

4.8    4.4

4.6  15,6

6.4    6.2

5.8    5.0

6.0    8,2

8.4    7.8

8.2    7.6

8.0   13.4

6.2    5.2

8.8   11,8

4.6    1.8

4.0    1.8

5.2    2.0

4.8    2.2

5,2    1.8

5.2    2.0

5.6    1.8

5,4    2.0

6.4   2.4

5.6    2.0

5.6    1.8

4.8   2.0

5.4    2.4

4.8    1.8

4.6    1,8

5。2    2.0

5.0    2.2

4.8   1.8

3.4    1.8

3.2    1.8

3.4    1.8

4.2    1.8

4.4    1.8

4.6    1.8

5.6    1.8

5,4    1.8

5.0    2.0

4.4   18

6.8    2.2

1.0   31,2

0.8  34.8

0.8  66.0

0.8  53.0

0.6  90.4

0.6 106.8

0.8  108.2

0.8  105.6

0.8  115.4

1.0  48.0

0.8  32.0

0.8  29.0

1.6  36.4

0.8  33.4

0,8  34.4

0.8  35.6

1.2  24.2

0,8  33.0

0.6   21.6

0,6   19.4

0.6   17.6

0.6  74.4

0,6  65.6

0.8 108.0

0.8 127.8

2.6 127.8

1.0  67.6

0.6  40.8

0.8  48.01

Hirata― B1   0,27   1.413  0,0875  16.15

Hirata― B2   0.31  1.7638  0.0993  17.76

Hとata‐B3  0.27 1.2859 0.0806 15.95

3.44   1,16  0.03  0.24

2.43  0.51  0.02  0.17

1.77  0.32  0.02  0,12

8.0  35。 8   5.0   2.2   2.0  17.8

10.4  12.8   5.6   2.6   1.0  34.4

12.0   7.4   4.6   2.4   0.6  25.6
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Samplc water  TC   TN  C/N Ca  Mg  K  Na S   Mn  Mo  Zn   Cu   P

Labcl  (%)  (%)  (79) raiO (mCq/100g) (ppm)

IIirata―B4   0.28  0.851  0.0441  19.30

Hirata‐B5   0.21  0.4254 0.0106 40.13

1.34  0.25  0.02  0.18

1,07  0.23  0,02  0.21

14.6   5,0   4.0   2.0   0.6  24.8

13.2   6.8   3.2   2.0   0.8  38.2

IIirata―C1   0.29  1.8358  0.0855 21.47

Hirata― C2   0.88  1.8639  0.0313 59.55

11irata―C3   0.35  1.5262  0.0739 20.65

Httata‐ C4   0.36  1.2695  0,0466 27.24

11irata―C5   0.35  0.8356  0.0453  18.44

Hirata― C6   0.21  0,7245  0.0387  18,72

11irata―C7   0.18 0,4534  0.015 30.23

Hirata‐ C8   0。 15  0.2933  0.0557  5.27

Hirta‐C9   0.17 0.1924 0.0177 10.87

Hirata―C10   0,16 0。 1456 0.0135  10,79

4.02  0.70  0.02  015

3.54  0.59  0.02  0.08

3.39  0.64  0.03  0.17

2.84  0.63  0,02  0。 19

2.05  0,53  0.02  0.18

1.77  0.46  0.02  0,15

1.36  0.39  0.02  0.07

1,06  0。 31  0.02  0.08

0.95  0.25  0.02  0.05

1.o2  0.28  0.02  0,08

7.8    6.2    7.0    2.6    0.6   31.2

6.4   3.4   6.4   2.4   0.6  25.4

7.6   8,4   8.0   2.4   0.8  42.0

7.6    6.8    6.8    2.4    0.8   41.2

6.4   7.8   5.6   2.4   1.0  46.8

6.8   6.8   5.2   2.2   1,0  59.2

4.4   5.4   3.4   2.2   0.8  40.8

3.8   5.0   2,4   2.0   0.8  37.2

3.0   4.2   1,8   1.6   0.6  34.0

3.6   6.0   2.0   1.8   0.4  44.2

表2 平田遺跡 (木次縄文遺跡)出土壼の上嬢およびその混入物の分析結果

Samplc  water  TC   TN  C/N Ca  Mg  K  Na S   Mn  Mo  Zn   Cu P

Labcl (%) (%)  (79) ratiO (mCq/100g) (ppm)

G2No.8
Contro1     0・ 62  3.6584 0,1255 29.15

G2No.8-1   0.40  2.8899  0。 1245 23.21

G2No.8-2   0.52 2,9936 0.2001  14,96

G2No.8‐ 3   1.62  3.0534 0.1195 25.55

G2No.8-4   0.50  3.5182 0,1139 30.88

G2No.8-5   0.54  3.4023  0.0965 35.25

G2No.8‐ 6   0.58  3.5419  0.0972 36.44

G2No.8-7   0.55  3.5301  0.1425 24.77

G2No.8‐ 8   0.60  3.6638  0.0981  37.34

486  0.53  0,07  0。 12

3.36  0.40  0.48  0.34

3.72  0,44  0.52  0.35

4.08  0.48  0.53  0.36

4.31  0.49  0.53  0.34

4.84  0.56  0152  0.37

4.63  0.54  0.52  0.30

503  0.63  0.54  0.32

4.68  0.58  0.47  0.24

12.2    6.0   100    0.8  trace   19.2

7.6   14.6   5,8   0.4  trace   ll.0

7.6   15.0    7.2    0,6    0.2   17.2

8.4   17.0    76    0.8    0.4   18.6

9.0   18.6    7.4    1.0    0.6   19.0

10.0  22.4   7.8   1.2   0.8   17.8

98  23.4   7.6    1.2   0.6   16.0

11.0  28.6   8.4   1.4   0.8  17.2

10.0  32.4   8.4   1.4   0.8   16.2

業押犠 一 ― 一 ― 959  1.34  0.63  0.49 0,7 37.430,7 32.3 10,0 0.2

※G2No.8-1
(>200)cm

※G2No.8‐2
(170～ 20 01cm

※G2No,8-3
(150～ 175)cm

※G2No.8‐4
(125～ 150)cm

※G2No.8-5
(100～ 125)cm

※G2No.8-6
(70～ 100)cm

0,94  0.06  0.27  0.47

4.13   1,09  0。 71   1,33

7.44  2.06   1.20  0.84

41.23  6.42  7.58 30,89

48.01  4.58  2.16  2.32

3.28  0.86  0,48  0.38

24.8   53.8  甘acc  trace  ttacc   29.0

30.5  77.6   2.5   5。 1    1.3  151.3

27.0  81.9   8.6   10.2    1.2  30。 7

1468.9 1412.9 106.5 8641,7  57.9 4044.2

103.8 226.4  28.3   9.4   9.4 132.1

20.8  92.7    1.6    1.6  tracc  65.5

※ 土壌混入小片
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木次町平田遺跡堆積層中の

アカホヤ火山灰層降灰層準の推定

島根大学情報科学理工学部

中 村 唯 史
はじめに

1995年度に行なわれた木次町温泉小学校前の平田遺跡の発掘調査では、河川堆積層が重な

る河岸段丘上の黒色土壌化した堆積層から縄文時代後期の遺物が出土した。そこで、この遺

跡の古環境を復元する資料として、縄文時代の広域示準火山灰であるアカホヤ火山灰の降灰

層準について検討を行なった。

アカホヤ火山灰について

アカホヤ火山灰は九州の南の海中にる鬼界火山の噴火によつて降灰した火山灰で、西日本

を中心に広い範囲で確認されている。降灰時期は6,300y.BoPと 推定されており、縄文時代早

期末を示す火山灰層として、遺跡調査において有効な鍵層である。島根県東部では完新世の

内湾あるいは湖成堆積層に層厚2cm以下の地層としてみいだされるが、陸成の堆積層中にみ

いだされることはまれである。しかし、火山ガラスの形態および色調が特徴的であることか

ら、地層としてみいだされなくても、火山ガラスの顕微鏡観察によって降灰層準の決定は可

能である。

平田遺跡堆積層の概略

平田遺跡は木次町の斐伊川とその支流の合流点近くに位置する。合流点付近は平坦な河岸

段丘が形成されており、平田遺跡は段丘上に立地する。調査区内の層序は、淘汰の良い細粒

砂層が南から北へ低くなる傾斜地形を校正し、このうえに黒色土壌化の進んだ堆積層が重な

る。この堆積層の上部のもっとも黒色化が進んだ層準に縄文時代後期の追物が含まれる。調

査区内北側では黒色土壌化層の上位に淘汰の良い細粒砂層が重なる。このうえに近年の水田

耕作土が重なり、調査区内南側では黒色土壌化層の上位に直接水田耕作土が重なる。遺物包

含層を挟んで上下にある細粒砂層は、おもに花筒岩に由来する砂から構成され、不明瞭であ

るが、平行葉理またはきわめて低角の斜交棄理が認められる。これらの砂層は河川の洪水堆

積層とみられる。

試料の採取と処理

試料は調査区北壁 (地点A)お よび中央サブトレンチそばに柱状に残された区画 (地点B)

から、黒色土壌化層を鉛直方向に10cmお きに厚さ2cmの試料を、それぞれ6試料と7試料の計

13試料採取した。

約20gの試料に過酸化水素水を加え有機分を分解した後、250メ ッシュのふるいで水洗し、
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超音波洗浄で砂粒に付着した粘土分を取 りのぞいた。乾燥後、60メ ッシュのふるいで粗粒分

を取りのぞいた60-250メ ッシュ間の粒子をバルサムでスライドグラスに封入し、検鏡用試料

とした。試料は顕微鏡下で全粒子の数が400個 を越えるまで計算 し、その中に含まれる火山

ガラスの量を求めた。

火山ガラスの量

火山ガラスの量は地点A,地点Bの いずれの層準においても20/O以下である (別図)。 ピーク

は地点Bの上部で、黒色土壌化が進み、縄文時代後期の遺物を含む層準である。これより下

位の層準ではとくに目立った変化は認められない。

アカホヤ火山灰降灰層準

地点A、 地点Bの両地点とも火山ガラスの量が特徴的に多くなる層準は認められず、試料を

採取した層準にはアカホヤ火山灰の降灰層準は存在しないと考えられる。地点Bの上部で他

の層準より火山ガラス量が多いのは、この層準は土壌化がすすんでいることから、他の層準

に比べ堆積速度が遅く、火山ガラスが濃集したためと考えられる。

まとめ

平田遺跡の調査区内の堆積層中には、アカホヤ火山灰の降灰層準が存在しないと考えられ

る。このことは平田遺跡で検出された縄文時代後期の生活面は、アカホヤ火山灰降灰以降に

形成された地形面であると考えられる。遺跡および周辺の河岸段丘の形成時期を検討するう

えで興味深い結果と思われる。
地点B        火山ガラス(O/o)

o   ,   a   a

黒色砂質泥
縄文時代後期遺物包含臓

黒褐色砂質泥

賭黄褐色

火山ガラス(%)

■

■

■

■

■

木次田]平田遺跡堆積層中の火山ガラス量

0.73%

0,98%

0.25%

0.98%

0.71%

0.259/p

l.46%

0.73%

0,74%

0.50%

0.45%

1.23%

1.73%

Ａｌ

Ａ２

Ａ３

μ

Ａ５

Ａ６

Ｂｌ

Ｂ２

Ｂ３

Ｂ４

Ｂ５

Ｂ６

Ｂ７
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図版第1

調査区全景 (完掘状況)

F～ Iライン遺物出土状況
(初期、西より)

F～」ライン遺物出土状況
(東より)

第 I調査区遺物出土状況等 (1)



図版第2

集石周辺の土器出土状況
(Jヒ」にD)

焼土周辺遺物出土状況
(南より)

D-2グリッド遺物出土状況
(東より)

第 I調査区遺物出土状況等 (2)



図版第3

集石、粗製土器底部出土状況
(西より)

精製有文土器出土状況
(西より)

倒立土器周辺遺物出土状況
(西より)

第 I調査区遺物出土状況等 (3)
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図版第フ

第 I調査区出土精製縄文土器 (浅鉢)
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第 I調査区焼土周辺と出土遺物



図版第8
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第 I調査区出土粗製縄文土器



図版第9

第 I調査区出土粗製縄文土器 (底部)



図版第10
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図版第11

調査区全景
(完堀状況、北より)

石鏃、剥片出土状況
(標識位置北より)

発掘作業風景
(西より)

第Ⅱ調査区遺講、遺物出土状況等 (1)
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図版第15

D-3土器出土状況
図版第 14-75

G-2土器出土状況
矢印 図版14‐46

第Ⅱ調査区出土縄文土器
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第Ⅱ調査区出土石斧
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